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午前１０時    開議 

○議長（安村 政治君）  定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会議録署名議員の指名   

○議長（安村 政治君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。２１番、三原議

員、２２番、村木議員、御両名にお願い申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  一般質問   

○議長（安村 政治君）  議事日程につきましては、昨日に引き続き一般質問でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 これより質問に入ります。最初は、１７番、和田議員。 

        〔１７番 和田 敏明君 登壇〕 

○１７番（和田 敏明君）  おはようございます。会派「市民の声」、和田敏明でござい

ます。 

 今日は最終日、長そうなメンバーなんですが、答弁がよければ、すぐ終わりますのでよ

ろしくお願いします。 

 それでは、通告に従いまして、大きい項目で３つ質問させていただきます。 
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 まず、１つ目の路面下の上下水道管の管等の地下埋設物についてということで、御存じ

のとおり、１月２８日に埼玉県八潮市の県道を通行中の２トントラックが陥没した穴に転

落するという痛ましい事故が発生いたしました。 

 事故の要因とみられる下水道管の老朽化は全国共通の課題であることから、２０１５年

に下水道法が改正され、腐食の恐れが高い下水道管は５年に１回以上点検することが義務

化されております。 

 しかしながら、国のデータでは、２０２２年度に全国で発生した道路の陥没は計１万

５４８件で、うち１３％が下水道設備の起因によるものとなっております。 

 一方、上水道管についても老朽化した管からの漏水・破損は全国で２万件以上に上って

おり、この上水道管も下水道管同様に老朽化は全国共通の深刻な問題となっております。 

 そこでお尋ねいたします。 

 まず、下水道管について、１点目に、下水道管の標準耐用年数は５０年とされておりま

すが、下水道管を埋設後５０年が経過している下水道管の延長を教えてください。 

 次に、そのうち点検が義務化されている腐食の恐れが高い下水道管の箇所数と延長を教

えてください。 

 次に、その点検を実施した直近の実施年数及びその点検結果を教えてください。 

 最後に、点検結果により不良であった全ての箇所について、その対応策はどのようにな

っているのか、もし、いまだ対応がなされていない箇所がある場合、その対策はどのよう

に考えているのか教えてください。 

 次に、上水道管について、まず初めに、上水道管の中の配水管について、標準耐用年数

は４０年とされておりますが、配水管を埋設後４０年以上が経過している水道管の延長を

教えてください。 

 次に、そのうち点検が義務化されている、ここはちょっと申し訳ございません、皆様の

通告の用紙のほうには多分、腐食と箇所数になっておると思いますが、ちょっとこの場を

借りて訂正させていただきます。点検が義務化されている漏水の恐れが高い上水道管の路

線数と延長を教えてください。 

 次に、埋設後４０年が経過している上水道管点検を実施した直近の実施年数及び点検結

果を教えてください。 

 最後に、点検結果により不良であった全ての箇所について、その対応策はどのようにな

っているのか、もし、いまだに対応がなされていない路線がある場合はその対策はどのよ

うに考えているのか教えてください。 

 最後に、路面下探査車等を用いた路面下の空洞化状況調査は行っているのでしょうか。
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もし行われているのであれば、その路線名と結果について教えてください。 

 以上、下水道管について４点、上水道管について４点、路面下空洞化調査についてお尋

ねいたします。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員の質問に対する答弁を求めます。上下水道事

業管理者。 

        〔上下水道事業管理者 河内 政昭君 登壇〕 

○上下水道事業管理者（河内 政昭君）  和田議員の路面下の上下水道管等の地下埋設物

についての３点の御質問のうち、私からは１点目、２点目の御質問及び３点目につきまし

ては上下水道局での対応についてお答えします。 

 上下水道は、市民生活に直結し、快適な生活環境を構築する上で必要不可欠な社会イン

フラです。市民の皆様の安全・安心な暮らしを支えるために上下水道管の適切な維持管理

が重要であると考えています。 

 まず、１点目の下水道管の状況についての御質問にお答えします。 

 令和５年度末現在で、市内には約５１４キロメートルの下水道管を布設しております。

そのうち標準耐用年数の５０年を経過した下水道管は１３．２キロメートルあり、これら

については計画的に長寿命化工事を実施しております。 

 また、下水道法の規定により、点検が義務づけられている箇所は１６か所あり、延長距

離は４５６メートルです。これら１６か所については５年に１回以上の頻度で計画的に点

検しており、これまでのところ異常はありません。 

 点検の結果により、少しでも異常が認められた場合は、緊急度合いにより早急の対応や

計画的な修繕、改築を行ってまいります。 

 次に、２点目の上水道管の状況についての御質問にお答えします。 

 令和５年度末現在で、市内には約６８５キロメートルの水道管を布設しています。その

うち標準耐用年数の４０年を経過した管は約１５８キロメートルです。 

 なお、本市においては国が示している実使用年数に基づく更新基準を基に水道管の種類

ごとに耐久性や耐震性を考慮した上で、独自の更新基準年数を設定しているところです。

この更新基準に基づいて更新が必要となる水道管は約１４０路線あり、延長距離は３４．

５キロメートルです。現在、これらの水道管を優先的に更新し、老朽管の早期解消を図っ

ております。 

 水道管の点検につきましては、計画的に漏水調査を実施し、例年十数件の漏水を発見し

ており、その都度、修理を行っております。 

 最後に、３点目の路面下の空洞化状況調査についてお答えします。 
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 上下水道局では、路面下の空洞化状況調査は実施しておりませんが、上下水道管を布設

している道路の漏水や陥没などの異常を確認するため、毎年１回以上の巡回調査を行って

おります。加えて、水道管のうち口径が３５０ミリメートル以上の基幹管路については、

全管路を毎月巡回調査を行っております。 

 また、下水道管については、カメラによる管内部の腐食等の調査を汚水が集まる管線か

ら優先して計画的に行っております。 

 今後とも、市民の皆様に上下水道を安全・安心に継続して御利用いただくため、計画的

な管路の更新や適切な維持管理に努めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

 なお、市道における路面下の空洞化状況調査につきましては、土木都市建設部長から御

答弁させていただきます。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  私からは、市道における路面下の空洞化状況調査

についてお答えします。 

 議員御案内の路面下を探査する車等を用いた空洞化状況調査につきましては、道路管理

者として現在行っておりません。道路陥没に伴う事故等を防ぐため、道路パトロールを定

期的に実施するとともに、通報等により陥没発生を確認した際には、早急に安全確保の措

置を講じ、復旧作業を行っております。 

 今後とも、引き続き適切な道路環境の維持に努めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  御答弁ありがとうございます。 

 ここでちょっと再質問いたしますが、まず、この質問がいたずらに市民の不安を煽るこ

とになってはいけないのでお伝えしておきたいと思いますが、初日の村木議員への答弁の

とおり、私も八潮市と同様な事態が起こる確率は極めて低いと思っております。ただ、し

かしながらゼロではありませんので、限りなくゼロに近づけるよう、また少しでも市民に

安心を届けていけるよう努めてまいりたいというふうに思います。 

 今、各種計画的に執り行っていただいているところですが、その計画については順調と

いうことでよろしいでしょうか。遅れが発生しているというようなことはございませんで

しょうか。 

○議長（安村 政治君）  上下水道事業管理者。 

○上下水道事業管理者（河内 政昭君）  お答えいたします。 
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 今、計画的に調査等は実施しておりますので、これについて遅れておるというようなこ

とはございません。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  分かりました。それと、義務化されておる各管の耐用年数と

防府市は独自でやっておられると思います。上下水道ビジョンにも掲載されておりますが、

これいろんな種類の管を使っておるわけですが、これはその状況に応じて使い分けている

というようなことでよろしいでしょうか。少し何かその状況の違いというのを紹介してい

ただければありがたいです。 

○議長（安村 政治君）  上下水道事業管理者。 

○上下水道事業管理者（河内 政昭君）  まず、今の御質問ですが、法定耐用年数と、今

うちがやっております更新基準年数というちょっと違いがございます。 

 法定耐用年数ということでございますけど、これは実際に使用が可能な年数を規定して

いるというようなものではなくて、法令により定められております会計処理をする上で減

価償却費とかを計算するのに年数が必要になりますので、そういった会計処理をする上で

資産の使用年数ということで法定で決められているというようなものでございます。です

から、ちょっとくどくなりますけど、法定耐用年数が４０年と言われても、それは４０年

でもう使用ができなくなるというものではございません。 

 続きまして、うちが今独自でやっております更新基準年数でございますけど、これは上

下水道ビジョンにも掲載しておるところでございますが、こちらのほうはいろんな管の種

類等がございますけど、そういったものを使っている先進自治体等が、更新基準とか機能

の劣化予測、それと事故率なんかをいろいろ考慮しまして、管種ごといろんな種類がござ

いますので、それごとに更新するのに何年は必要か、どのくらいかかるかというようなこ

とを計算したものを国が出しておりますので、それに基づいて独自で年数を決めて、それ

に基づいて更新していくということで更新基準の独自の年数の表があるということでお考

えいただければと思います。 

 あと管の種類につきましては、管の大きさです、これについては、大体今１５０ミリ以

上の管についてはダクタイル鋳鉄管といわれるものを使っております。これは８０年以上

ぐらいもつといわれているようなものでございます。それまでいかないものにつきまして

はポリエチレン管というのがございまして、こちらも大体８０年ぐらいは使用可能だとい

うものなんですけど、そちらを今使っているときには４０年ではなくて、８０年を目安に

更新するというようなことをしております。 
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 ただ、個別のそれぞれの土地によっては、それまで大丈夫かどうかというのがあります

から、検査等は適切にやっていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  下水道管、上水道管につきましては、本当に適切に処置がな

されておる、対応がなされておるということを聞きまして大変安心しました。 

 それともう一点、３点目の空洞化調査なんですが、巡回で点検を行われているというふ

うに回答されたと思うんですが、ちょっと内容についてどのような調査か教えていただけ

ますか。 

○議長（安村 政治君）  上下水道事業管理者。 

○上下水道事業管理者（河内 政昭君）  お答えいたします。 

 巡回調査を毎月といいますか、やっておるんですけど、まず、水道につきましては、ま

ずは漏水、これが出るということは管に異常があるということになりますから、漏水をし

ているかどうか、あと土地のちょっとくぼみがあったりとかいうようなことがあったらす

ぐ調べていかなければいけませんので、それを毎年、全管路をやっております。その後に、

先ほども答弁で申し上げましたが、基幹管路については、全管路を毎月巡回をしていると

いう状況です。 

 下水道につきましては、今の巡回とプラスをしまして道路のくぼみとか、そういったも

のを見ながら進めておるところではあるんですけど、下水道の場合はマンホールから見た

ときに、中の下水道管に土砂が堆積しているというようなことがあれば、そこについて、

その場所を特定するために、管の中にテレビカメラを走らせまして、大体場所を特定する

と。そのときに腐食があったりとか、そういったことがあれば直ちにそこは修理をしなけ

ればいけないということになりますけど、それが分からないような場合については、その

特定をするところが難しくなりますので、そうしたことが起こったときにはいろいろ周り

を調べたりはしておるんですけど、今のレーダーとかでその辺の空洞があるかないかとい

うことを調査するというようなことも今後必要になってくるかもしれませんので、その辺

については今後検討していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  ありがとうございます。もう最後にいたしますが、路面下の

空洞調査、これについて義務化されていないと思います。それで今のところやってきては

いないということですが、今後、市民の安全を確保して安心を届けるためにも、ここらで



－180－ 

一度行って、今後もある程度定期的に行ってはいかがでしょうか。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  道路の安全・安心についていろんな技術が入って

きておりますので、今議員が御提案のあったような調査についても検討してまいりたいと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  分かりました。いい答弁がいただきましたので、ここで終わ

りたいと思います。 

 一応、そのまま次でもよろしいですか。 

 それでは、２項目めの校則の見直しについてということですが、校則の呼称に関しては

御承知のとおり、特に小学校では学校によりかなり異なってまいりますが、この場では市

民に分かりやすいように校則ということで統一させていただきます。 

 近年、社会全体で人権意識が高まり、多様性を尊重する機運が高まる中、学校における

校則についてもその必要性や合理性が見直されております。いわゆるブラック校則と呼ば

れる生徒の人権や個性を不当に制限するような校則は、社会問題として広く認識されるよ

うになりました。 

 例えば、２０２３年３月に実施された日本若者協議会による調査では、７割以上の高校

生が校則に理不尽さを感じているという結果が出ております。 

 文部科学省は、２０２１年６月８日に校則の見直し等に関する取組事例についての事務

連絡を発出し、各教育委員会に対し校則の見直しを促され、防府市教育委員会では、

２０２４年３月に校則の見直しに関するガイドラインを見直され、このガイドラインでは、

校則の見直しに当たり、以下３つの観点を重視するとしています。 

 まず、観点１つ目、児童・生徒が校則の見直しの過程に参画できるような仕組みを構築

します。２つ目に、必要かつ合理的な範囲内で学校や地域の実情に合わせて制定します。

３つ目に、校則、学校の決まり等を公表いたします。 

 このように記載されておりますが、私が市内全ての小・中学校を調査した限りでは、特

に色指定や服装等のいわゆるブラック校則の改善や、ホームページへの掲載方法について

文部科学省の意図するところがくみ取られていないように思います。ついては、時代に即

した校則に見直され、児童・生徒が主体性を持ち、伸び伸びと健やかに成長し、豊かな個

性を育むことができるような校則の見直しが必要ではないでしょうか。 

 そこで、各小・中学校の校則の見直しの進捗状況についてお尋ねいたします。 
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○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育長。 

        〔教育長 江山  稔君 登壇〕 

○教育長（江山  稔君）  和田議員の校則見直しの進捗状況についての御質問にお答え

します。 

 私は、校則の見直しに児童・生徒が主体的に参画することは、児童・生徒自身が校則を

自分ごととして捉え、その意義や効果を考えながら身近な課題を自ら解決するという教育

的意義を有するものと考えております。また、学校を取り巻く社会環境や児童・生徒の状

況は常に変化するため、校則は絶えず見直していくことが必要であると考えています。 

 防府市教育委員会では、令和４年１２月に改定された生徒指導提要を踏まえ、令和６年

３月に校則の見直しに関するガイドラインを策定し、各学校に周知しました。現在、小・

中学校では、このガイドラインを踏まえ校則の見直しを行っております。 

 ガイドライン策定後の状況としては、全体の約８割の学校で児童・生徒が直接的に校則

の見直しに参画し、全体の約４割の学校で児童・生徒に加え、保護者や地域住民が校則の

見直しに参画しています。 

 議員御指摘の色指定や服装については、各学校に所属する児童・生徒、保護者、教職員、

地域住民がそれぞれの決まりの意義を理解した上で判断するものです。 

 また、本市では、全ての学校がホームページに校則を掲載しております。ホームページ

に掲載する校則は、学校内外の関係者が校則について共通理解を深めるための有効な手段

です。 

 教育委員会といたしましては、社会規範の遵守を学び豊かな個性を育めるよう、ガイド

ラインのより一層の周知に努めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  御答弁ありがとうございます。 

 それでは、幾つか再質問させていただきます。 

 ここをちょっと整理しておきたいんですけど、まず、なぜ文部科学省は校則の見直しを

促されたのかという捉え方は様々あろうかと思いますが、教育長、どのように捉えられて

おりますか。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  私の捉えということで聞かれたんですけれど、私もずっと現

場におりまして、校則はかなり厳しいというか、個人の個性というか、そういった人権的

なものに入る部分も多々あったので、それを見越した上での今回の生徒指導提要の改定で
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あったり校則の見直しをしようと。それから、先ほども言いましたがそれをしっかり世間

に公表していくと、ホームページに出すことでしっかりそれを地域の方、いろんな方に見

ていただいて、また見直しを図っていくということだと思っております。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  分かりました。そうですね。それによって児童・生徒がきち

んと主体性を持って伸び伸びと学んでいける環境をつくっていこうということが趣旨だろ

うかというふうに思います。 

 それとちょっと気になったところで、さっき観点２のところで私がこれまでの中でちょ

っと聞き漏らしがあったら申し訳ない。改めてちょっと確認させていただきたいんですが、

観点２の必要かつ合理的な範囲内で、もともとは制定されることについてとなっておった

ところが、防府市はさらに、地域の実情に合わせてとつけ加えてありますが、この地域の

実情に合わせた校則とはどのようなものが想定されているんでしょうか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  校則を見直しをする中で、学校それから保護者、地域の方々

を交えて話をする中で、やはり、そこまで厳しくするのかとか、ここはこれでいいだろう

という、学校にもいろんな問合せをして、どうしてそうなったのかと聞いたときに、うち

は話合いの中でこうなったんだというふうに学校長から返ってきますので、そういった意

味での学校の主体性を持たした上での地域の実情という言葉を入れております。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  大まかに言えば、地域の方々も参画して一緒に決めていける

というような形でよろしいでしょうか。すみません、そこは確認です。 

 私の最初の質問から、例えばホームページの掲載状況であったり色指定とか、参画の状

況に関して言えば、かなり見直されてきており、教育委員会から各学校へ投げかけていた

だいていることは見てとれます。ただ、しかしながら抜本的な改善には至っておりません。

基本的に教師が明確な答えを出せない校則は校則化しない、できないというふうになって

おると思います。 

 では、どのような校則が、例えば理不尽を感じるようなブラック校則として見直しが必

要なのか、ちょっとこの場をお借りして少しやり取りしていただければ分かりやすいかと

思います。 

 教育長、教員の実績がございますので、私を生徒と思って聞いていただければ、かわい

い生徒と思って聞いていただければと思います。 
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 例えば、靴と靴下はなぜ白じゃないといけないんですか。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  今、靴と靴下について言われましたが、小学校においては靴

下はもう色が白、黒、紺というふうに広がっております。それから、靴については授業で

運動することもあるので、一応、中学校は特に白を基調というのが強いんですけれど、そ

ういった意味で逆に色を指定することで家庭というか子どもたちが悩まないで済むという

部分もあると思うし、そのあたりでなぜ赤はいけないか、黒はいけないか、そういうこと

は言っておりませんが、その話合いの中で白に落ち着いているというふうに捉えておりま

す。 

 私は、体育教師としては運動ができる靴で登校しなさいと、それがただこれ以上言うと

またいろいろあるんですけど、そういうことであります。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  今、特に教育長のほうから色指定はしてないということです

が、各学校の決まりだとかそういうもの、この辺に関してはやっぱり小学校が多いのかな、

色指定は。特に決まりの中では白でなければなりませんというふうな記載がされておりま

す。これを自由と言われても、そういうふうに児童は捉えられるのでしょうか、お尋ねい

たします。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  学校の中で、校長が学校運営上必要と見られるものをつけて

おりますので、全てを自由にというのは難しいと思います。その中において、なぜ白でな

いといけない、黒はどうかという話の中で、やはりそういえば黒もいいじゃないかという

あたりでその今改善がされてきていると、今、委員が言われたように私も全部見た中で学

校によっては中学校では白指定の学校もございます。学校に聞いたら、話合いをした中で

そういうふうになったんだと、それは子どもも入った中での話合いということなので、そ

こから先は私も踏み込んでおりませんが、いろんな学校で社会のことを学ぶ中でこんなと

きにはこんな服装をしたほうがいいということも学ぶことがありますので、学校において

は靴下を何色かいいと言いながらも、式典のときには白というふうな決まりも載っており

ますので、そこは学校がそうしているんだなということで学校の意見を尊重してやってお

ります。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  分かりました。全て細かいところまで教育委員会が把握して、
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そこを首突っ込んでということは単純に難しいことかもしれませんが、この学校は、例え

ば靴下は白・黒オーケーだよ、この学校は白・黒・紺までオーケーだよ、こっちの学校行

けばワンポイントまで可能だよ、こういったことって生徒側から見たら非常に理不尽だと

思うんです。また、赤や青は何がいけないの、肝腎なのは例えば学校生活とかほかの生徒

たちとか勉強の学習環境を阻害するようなものであれば、これは制限をかけるべきだとい

うふうに思いますが、特にその色というものに関して何ら何かを阻害するようには思えま

せん。そこはちょっとまた意識していただいて、各学校を見ていただければと思います。 

 それと、もう一つ、パーカーありなし、防寒着のところでパーカー、オーケーのところ

と、書いていないところは多分オーケーだと思うんですけど、パーカーは駄目だよという

ところがあるんです。それ、ちょっと説明してもらえます。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  色やフードとかいうあたりのことだと思うんですけど、校則

を通して子どもたちは社会規範の遵守について学校教育で学ぶことが大切だと考えており

ます。 

 今後、各学校がガイドラインを踏まえて適切に校則の見直しを行っていく過程で、色と

かそういうパーカーなどの記載が残っている場合には、その辺も踏まえて校長会等で情報

共有しながら、残っておれば、その学校の児童・生徒が保護者、地域、教職員にとって、

それは必要な校則であると考えております。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  現在、制服の学校は私、知らなかったんですけど、そんなに

ないんですよね。全国でも２０％ぐらいが制服で、たまたま防府市の小学生はそこに引っ

かかっちゃって、こういう色指定だとかこういう制限がかかってしまっているんですよね。

ただ、中学生は９８％が制服というような形になっておると思うんですけど、その中で、

先般、ちょっと東京、千葉、神奈川のほうに行ってまいりまして、いろんな社会見学だと

かで出ている児童を見たときに、全部私服で色も自由、パーカーもオーケーという状況で

した。カバンも自由です。そういう自由な中で何らそこで困るようなことはあるようには

思えませんでした。 

 また、学校の先生、私も学校によく行く機会がございます。いろんな学校に行くんです

けど、見ても学校の先生は自由です。先般行ったところはピンクのカーディガンに紫の

カーディガン、そしてパーカーのついたジャージというふうな、何かでかいネックレスつ

けていた先生もおりました。このような姿を見て児童たちは色指定だとかそういう制限を

されるというのはとても理不尽だというふうに思いますので、そういった目線で今後、各
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学校一つひとつちょっと注視していただいて改善を促していただければと思います。 

 そして、教育長、抜本的に改善していきたいんだということを各学校に促していただけ

ませんか。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  この辺がいつも議員さんとのすれ違いで、議員がフルチェン

ジで私がいつもマイナーチェンジの話をしておるんですけど、話としては今いい機会だか

ら見直しをしようということで話をしています。ただ、学校のほうが話を出すときになか

なかゼロからやっていくのは難しいという部分はありますが、確かに記述はかなり変わっ

てきました。一番変わってきているのがやっぱり髪型のあたりのことが、議員さんも見て

おられると思うんですけれど、いろんな長さとかいろんなことがあったのが、自然なとか

技巧を入れないとか、そういったあたりで学校も変えようとしておりますし、私も変える

気でおります。 

 ただ、さっき言われたようにその各学校の思いがありますし、地域の思い、保護者の思

いもある中で、今後とも見直しを続けてまいりたいと考えております。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  ありがとうございます。 

 もう一つだけ、ちょっと何だろう、この校則というのを、学校の決まりを紹介してもう

終わりにしたいと思いますが、ある学校で、何校かあったんですけど、昼休みは上着等ス

カートを脱ぎ赤白帽をかぶり掃除の服装で過ごすと。また一方、ほかの学校では外で遊ぶ

ときは赤白帽をかぶり、遊具の決まりを守って遊びましょうと、こちらのほうは私もなん

となく理解はできたんですが、最初の方はよく分かりませんでした。これはもう紹介だけ

にとどめておきます。 

 ずっとやり取りしていただいて、教育委員会、本当に今頑張っていただいて各学校に投

げかけていただいているのは本当に見て取れます。もう一歩、もう二歩、前進していただ

ければと思います。そして、時代に即した校則に見直され、大事なのは児童・生徒が主体

性を持って伸び伸びと健やかに成長し、ゆくゆくは主体性を持ってやっているって、私、

野球好きなんで、大谷翔平選手であったり松坂大輔選手もそうです、自分たちが描いた目

的を持って自分たちが決めてやって実際に叶えております。そういった子が防府市からも

たくさん出るような教育環境をつくっていただくことを強く要望いたしまして、この項を

終わります。 

 このまま。 

○議長（安村 政治君）  どうぞ。 
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○１７番（和田 敏明君）  それでは、３つ目の生成ＡＩの活用とデジタル化の推進につ

いて、初日の河村議員と石田議員の質問と重複する部分があろうかと思いますが、よろし

くお願いいたします。 

 近年、行政サービスの向上と業務効率化は多くの自治体にとって重要な課題となってお

ります。特に、少子高齢化による人口減少や人材不足が深刻化する中、限られた人材で市

民サービスの質を維持、向上していくためには、デジタル技術の活用が不可欠です。生成

ＡＩは様々な種類の情報を理解し操作することが可能です。その高度な能力から、行政

サービスの向上と業務効率化に大きく貢献する可能性を秘めております。生成ＡＩの活用

方法とそれによる効果、導入に伴う課題と解決策について考察し、デジタル化推進に向け

た具体的な提案を行いたいといふうに思います。 

 なお、あくまでも私が現在活用しているものを参考に質問しておりますが、ものによっ

ては得手、不得手があり、機能が異なりますので、会社やメーカー等についてはこの場で

は伏せておきたいというふうに思います。 

 生成ＡＩの主な機能概要についてですが、初日でも答弁の中にありましたが、質問、応

答、文書作成、議事録作成、翻訳構成など、多岐にわたるテキスト処理、あるいは画像を

認識し、内容を理解し、説明文の生成や画像を編集したり、音声を認識しテキストに変換、

テキストから音声を生成したりと様々な機能が備わっております。 

 市民に分かりやすいようにちょっと例を挙げてみたいと思います。今、まさにいろんな

自治体で取組やあるいはチャレンジしている市役所業務における生成ＡＩ活用事例の紹介

をしてみたいと思います。 

 まず、１つ目に住民対応の効率化ということで、窓口業務の自動化や効率化、よくある

質問への自動応答、申請書の自動作成、受付業務の自動化などにより窓口業務の負担を軽

減し、待ち時間の短縮を実現できます。例えば、２４時間３６５日対応可能なチャットボ

ット、初日の石田議員の質問にもあったかと思いますけど、これはチャットボットという

のはコンピューターが人間に代わって会話をする自動会話プログラムを導入することで、

例えば住民からの問合せを事前に受けておき、案件によってはチャットボットが解決でき

るものや、わざわざ来庁されなくても電話での対応や、来局の際には資料を前もってそろ

えておくことができれば迅速かつ効率的な対応が可能となります。 

 そして、多言語対応の強化、今、これ本市でも導入されておりますが、外国語の翻訳機

能を活用することで外国人住民からの問合せにもスムーズに対応できると思われます。ま

た、現在では方言にも対応可能となっております。 

 以上のような住民対応の効率化により、カスハラ対策にもつながる可能性は十分考えら
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れると思います。 

 ２つ目に、内部業務の効率化ということで、例えば、財務処理の自動化や情報収集や文

書作成や分かりやすい資料を作成した情報発信。 

 ３つ目に、行政サービスの向上ということで、住民ニーズに合わせた情報提供やサービ

ス案内を行うことで住民満足度を向上することが可能となります。広報活動の効率化につ

いては、広報資料の作成、他言語への翻訳、ＳＮＳへの情報発信などを自動化することで

広報活動の効率化を図るとともに、見る者に優しく、そしてより分かりやすい情報提供が

可能となるのではないでしょうか。また、その他にも観光サービスの向上や福祉サービス

の向上など、使い方によってあらゆる場面でよりよい行政サービスの向上につながるもの

と思われます。 

 重要なのは、今、紹介した業務の全てがほんの僅かな時間で行うことが可能となります。

夜、市役所の前を通るときに確認してみると、夜遅い時間まで電気がついている部署が多

く見受けられます。これは時期や市が主催するイベント準備等のもろもろの事情があろう

かと推察いたしますが、生成ＡＩ活用によっては働き方改革にもつながると思われます。 

 市としてデジタル化を推進されている中で、生成ＡＩの活用について御所見をお尋ねい

たします。 

○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  和田議員の生成ＡＩの活用についての御質問にお答えいたしま

す。 

 全国的に生産年齢人口が減少する中、デジタル技術を活用し、業務の効率化で得られた

人的資源をさらなる行政サービスの向上につなげていかなければなりません。 

 こうした考えから、私は総合計画の行政経営改革推進に行政のデジタル化を掲げ、デジ

タル化の取組を進めてまいりました。 

 １月に開庁した新庁舎では、身分証明書等をスキャナで読み込むことで申請ができる窓

口支援システムや、スマートフォンで待ち人数を確認できる番号案内システムなど、利便

性の高い窓口サービスを提供しております。加えて、障害のある方や外国人の来庁者が多

い福祉や住民異動の窓口には、音声を瞬時に文字に変換し、他言語の翻訳に対応した音声

表示システムを設置するなど、円滑なコミュニケーションにもつなげております。 

 また、行政事務では、データを自動で入力するＲＰＡのほか、議事録作成などでＡＩ技

術も活用し、業務の効率化に取り組んでいるところです。 

 さて、議員お尋ねの生成ＡＩは、文章、画像など様々なコンテンツを生み出すものの、
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著作権侵害、情報漏えいのほか、事実と異なる情報を回答するなど問題点も指摘されてお

ります。生成ＡＩが公開された令和４年当時では、利用環境がインターネットに限られ、

情報セキュリティの観点からも利用できる段階ではないと考え、導入に向けてはしっかり

と検証をすることといたしました。 

 県から生成ＡＩの利用環境の提供も受け、検証した結果、生成ＡＩは文章の要約、翻訳

やアイデア出しなどの業務では有効に活用できることや、生成ＡＩから的確な回答を得る

ための方法を確認しました。また、生成ＡＩの適切な利活用を学ぶため、県等が実施いた

します生成ＡＩの研修に職員を派遣するなど、生成ＡＩへの知見も高めてまいりました。 

 先日も御答弁いたしましたように、今後も検証を進め、リスクも含めた生成ＡＩの適切

な利活用を整理するとともに、専門的な知見も参考にしながら次期総合計画に生成ＡＩの

利活用について位置づけられるよう取り組んでまいります。 

 私は、人口減少社会だからこそ、ＡＩなどのデジタル技術を活用し、業務の効率化で得

られた時間をデジタルではまねできない心のこもった窓口業務に生かせるよう、今後も人

に優しいデジタル化の取組を進めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  御答弁ありがとうございます。 

 私がこの質問の意図するところは、市長おっしゃるとおり、進めていくにもいろいろリ

スクがございますので一気に全てを進めていけということではなくて、答弁にもありまし

たように、次期総合計画に位置づけていただけるということで、一歩でも前に進めていた

だけるという回答が今日いただければよしということで質問に立っておりますが、少しだ

け再質問させていただきます。 

 先般、河村議員の質問にもありましたが、市の職員も参加されておりますＹ癩ＢＡＳＥ

というところの取組で、それこそ山口県土木や山口県警察署が今そういったデジタル推進

の中で取組をまさに始めております。 

 これ、議長の許可を得ているんですが、議員の皆さんにはＳｉｄｅＢｏｏｋｓの中にち

ょっと写真を入れております。私は羽田空港の受付の方の許可を頂いて、羽田空港で今ま

さに生成ＡＩのロボットが置かれておるんですが、これまだ実証実験です。今回、Ｙ癩Ｂ

ＡＳＥの取組もほとんどみんな始めたばっかりで、今、何かを皆さんに伝えて、それを具

現化できる状況にはないという状況にあろうかと思いますが、ただ市長、早い段階である

程度研修であったり、そういうことをやって積み重ねておかないと。私も実はこの質問を

生成ＡＩに、まず最初の段階作ってもらいました。この質問を作るのに、１分かかりませ
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んでした。ただ、当然そこから見直しをしていくんですが、私は大体１年半ぐらい前から

取り組んでおって、ちょこちょこ一般質問でこれどうかなと思うような質問をしていくん

ですが、市長が言われたように質問の仕方が悪ければ全然答えてもらえないというような

状況でした。その中で、１年半前は９割手直しというような、かえって混乱するような状

況でした。ただ、ここ１年ですか、急成長を遂げており、今回はほぼ手直しなし。ただ、

これは市民に言ってもこれは難しいぞというものは削るような作業をしております。それ

と事実確認をしっかりしておるようなところです。 

 何を言わんとするかというと、やっぱり最初の段階から知っていないと不測の事態が起

こったときに心構え、準備ができないということになってしまいますので、総合計画に位

置づける前段として、今後も研修やそういったことは積極的に行っていただけるというこ

とでよろしいですか。 

○議長（安村 政治君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（永松  勉君）  お答えいたします。 

 これまでも、先ほど市長御答弁いたしましたけれども、県の環境等を借りて職員に実証

させてきております。新年度においても、引き続きその実証は続けてしていくこととして

おりますし、その中でいろいろと整理しなきゃいけないというようなことも出てきてまい

っております。 

 今後、Ｙ癩ＢＡＳＥさんにも御相談しながら、いろいろ活用方法の具体をしていかなき

ゃいけないと思っておりますけれども、導入に先立っては、業務での円滑な利用方法であ

るとか利用する際のリスクなんかを示したガイドライン等も作成した上で、しっかり総合

計画に位置づけてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  １７番、和田議員。 

○１７番（和田 敏明君）  ありがとうございます。初日、市長の答弁にありましたよう

に最終的には職員が判断するものと思います。それとともに、生成ＡＩを扱う職員が併せ

てしっかりと研修していただいて、一歩一歩進めていただきますよう要望いたしまして、

全ての質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

○議長（安村 政治君）  以上で、１７番、和田議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（安村 政治君）  次は、１８番、久保議員。 

        〔１８番 久保 潤爾君 登壇〕 

○１８番（久保 潤爾君）  「無所属の会」の久保潤爾でございます。和田議員から長め
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のメンバーと言われましたが、私のはかなり短くなると思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 通告に従いまして、市民からの要望への対応について質問させていただきます。 

 市には、市民からの多岐にわたる要望が毎年寄せられております。私もお願いするとき

はありますが、即時対応できるものに関してはいつも迅速に対応していただいており、そ

の点に関しては執行部の御努力に対する敬意を表します。 

 一方で、予算の都合やその内容の検討などで即時対応が難しく時間を要するものも多く

あります。要望を出した側としては、少しでも早く実現してほしいという思いを持ってい

るわけですから、時間がかかる理由と進捗状況を定期的にきちんとお伝えすることが大切

あり、必要なことだと考えます。実現に時間を要する要望案件について、執行部がどのよ

うな対応をされているのかお尋ねいたします。よろしくお願いします。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  久保議員の市民からの要望への対応についての御質問にお答え

いたします。 

 毎年、市には市民の皆様や各方面から各部局に道路や子育てなどに関する要望等が寄せ

られており、こうした市民からの要望等に対しまして迅速に対応することは大変重要であ

ると考えております。 

 私自身も日頃からイベントや町なかなど様々な場面において市民の皆様から御意見、御

要望をお聞きすることが多く、必要に応じ各部局に対応の指示をしているところでござい

ます。 

 その中でも部局をまたがるなど各部局では判断が難しく、市の方針決定を決める必要が

あるものや、また、多額の予算を伴うものにつきましては、市全体の中で総合的に判断し、

対応させていただいておりますので、時間がかかるものもあるかと思います。 

 こうした中、久保議員をはじめといたします市議会の皆様からの御要望を踏まえ、西浦

地域でのパイロット事業を経て、地域が抱える様々な課題の解決につながる、がんばる地

域応援事業を令和６年度、今年度創設させていただいたところでございます。 

 また、令和７年度の当初予算におきましては、物価高騰など厳しい財政状況ではござい

ますが、特に御要望の多い道路や河川、施設等に係る維持補修費につきましては予算を前

年度比１１．３％増と大幅に増額し、可能な限り市民の皆様の御要望に沿えるようにして

いるところでございます。 

 引き続き、限られた予算の中ではございますが、市民の皆様の御期待に沿えるよう、し
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っかりと市政の運営を行ってまいりたいと考えております。 

 なお、要望に対する実務的な対応につきましては、担当の部長のほうから御答弁をさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  久保議員の市民からの要望への対応についての御質問

にお答えいたします。 

 各部局に寄せられました地域等からの御要望につきましては、原則３０日以内に担当課

長から事業実施の有無を踏まえた方向性等について、代表者の方へ回答することとしてお

ります。 

 中でも議員御案内のとおり道路や河川の改修についての要望が多く提出されており、緊

急度の高いものは直ちに対応しておりますが、実現に長い期間を要するものも多く、実際

に工事が完了するまで数年お待ちいただくこともございます。 

 具体的な対応の手順としては、まず、要望を頂いた箇所について土木職員が現地に足を

運び危険度、緊急度などの状況を確認した上で総合的に判断し、優先順位を決定しており

ます。事業化に当たっては、改めて御要望を頂いた方に対し、直接お会いして具体的な工

事の手順や期間などを丁寧に御説明させていただいております。 

 今後も防府市がこれまで以上に住みよい町となるよう努めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  御答弁どうもありがとうございました。 

 市長のほうから、がんばる地域応援事業等について言及いただいて、要望に対して迅速

に対応していきたいという思いを非常に感じることができました。予算も１１．３％増と

いうことで、今、生活環境部長からもありましたけれども、予算の関係でなかなかできな

いという場合もありますので、ここを増やしていただいたことに感謝申し上げます。どう

もありがとうございます。 

 そして、生活環境部長の御答弁で要望に対する対応の手順というものを今教えていただ

いたと思うんですけれど、今言われたのは実現する要望に対しての手順ではないかと思う

んです。実現する場合はこういう手順を踏みますと、現地確認して緊急度とか優先度を総

合的に判断した上で事業化できますとなったときに、その要望の方にお会いして説明して

ということを言われたと思うんですけれど、私が聞いておるのはそれが時間かかりますと

いうことで、いつ事業化できるかちょっとまだ分からないというような案件、そういった

案件に対して、執行部は要望を出した方に対してどのような対応をされているかというこ
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とをお聞きしておりますので、もう一度、御答弁をお願いします。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  お答えいたします。 

 まずは、御要望をお受けして速やかに、これは要望の内容によってまた多少異なってま

いりますけれども、お受けした段階でその事業に対する対応方針というのをまずお伝えす

るんですけれども、そのときに予定時期であったりとか、もろもろのことをまず初期段階

で丁寧に説明をさせていただいております。具体的な対応の手順として、先ほど御説明を

申し上げましたけれども、その中で都度都度、適宜必要な段階、その事業化に向けての何

か進捗があった場合は、決定するまでの段階でその御説明が必要な状況になれば、その都

度丁寧に、説明はさせていただいているというふうに認識しております。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  対応が必要な状況になればというふうにおっしゃったんです

けれど、例えば、ここの補修なり何なりお願いしますと言って、ちょっと今現段階では予

算等の関係で、できませんと。要望は受け付けましたと、１年経ちました、２年経ちまし

た、状況が分からない、あれどうなっているんだろうというような感じになるわけですよ

ね。今、必要に応じて状況報告と言われましたけれど、例えば１年、２年と動いていない

という状況のときは定期的にその方に報告をされておられますか。そこをちょっと教えて

ください。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  御質問にお答えします。 

 定期的には説明はしておらず、問合せがあれば、丁重に今のその要望についての状況に

ついてお答えしている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  問合せがあればそこでお知らせというか、お話しするという

形ですね。だから例えば毎年決まった時期に要望を出した方に対して、進捗が遅れている

ものに関して、今これこれこういう状況でということは定期的にはされていないというこ

とでよろしいですか。もう一度確認いたしますが、よろしいんでしょうか。今、市長が何

か言われましたけど、何か御答弁ありますか、よろしいですか。 

○議長（安村 政治君）  市長。 

○市長（池田  豊君）  御要望があったときに部局が見に行って、まず市でやれるもの

かやれないものかということを説明し、また、その方向だけど時間がかかるとかいうこと
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を前提として説明した後、今後、照会があればということになりますので、一番最初に見

たときに、申し訳ないけど市でやるべきものじゃない場合は、そこで多分お断りをしてい

ると思うんですけれども、ここは市でやるべきもので時間がかかるとか、優先順位が低い

とか、急ぐとか、また予算があれば年度末でできるものとか、いろいろあると思うので。

その中で緊急性があるものについては当然のことながら予算に関係なくでもやっていかな

きゃいけませんので、そういうものを現地で確認して一定の方向性は一番最初にこのよう

にしていきますといった後に、時間がかかるものということでその都度ということで御答

弁させていただいたと思います。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  すみません、聞き方が悪いのかもしれませんけれど、例えば

要望を出されてから今すぐできないけれど、必ずこれやっていきますからという、予算を

つけたらやりますという話を頂いて、これは具体的な事例なんですけれど、実際の事例な

んですけど、今３年弱経っているんですけれど、その要望した箇所の解決がされていない

ということで、要望出された方からあの案件はどうなっているんでしょうかというような

ことを聞かれたりするわけです。ですから、当初に言われているというのは分かるんです。

それは確かに言われておりますし、緊急性の高いものをやっていただけているのでそれは

分かるんですけれど、そういうふうに後回しになっているものが本当に何年も経つと、あ

れ一体どうなっているんだろうという状況があるということなんです。その状況に対して、

一応確認いたしますけど、市のほうから例えばもう二、三年こうして動いていないという

要望に対して、今こういう状況ですということを定期的に報告というのはされてないとい

うことでよろしいですか。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  こちらのほうから定期的には、現在行っておりま

せん。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  分かりました。できることならでいいですけれど、やはり要

望を出した方にとっては本質問で申しましたが、やっぱり一日でも早い実現というものを

望んでおられますので、でき得りますなら、定期的にちょっと今年は難しいですけれど、

例えばそういう言い方しちゃいけないんでしょうけど、再来年度は見込みがありますとか、

とにかくその方にとってはやっぱりどう扱われているかということが非常に心配なわけで

ございまして、そういったことを情報提供できるようなことを考えていただきたいという
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ふうに思います。 

 それを踏まえて、１つ提案をさせていただくんですけれど、今回、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ

に議長の許可を頂いて議場配付資料を出させていただいております。 

 要望に対しての対応状況をホームページで情報提供している自治体がございます。富山

県の南砺市です。議員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓにトップページを載せております。

本来はＵＲＬを貼りたかったんですけど、ちょっと私の技術力では無理でしたので、取り

あえずグーグルでどこまで出来たか！市民要望と入れていただいて検索していただければ

トップページが出ますので、議員の皆さんはぜひ一緒に御覧になりながら聞いていただけ

ればと思います。執行部の皆さんには申し訳ないですが、後ほど確認をいただければと思

います。 

 このどこまで出来たか！市民要望は要望書をＰＤＦで表示、対応状況、担当課などが一

目で分かるようになっております。 

 まず、トップページには要望書を提出した各種団体名が表示されております。トップ

ページから、例えば、各自治会からの要望メールというところがございますが、その各自

治会からの要望メールをクリックいたしますと、地域選択が表示されます。防府で言うな

ら、例えば西浦、華城、中関というふうに表示されます。そこからその連合自治会名を選

択し、そこを選択すると単位自治会名が出てまいります。単位自治会も選択すると、その

単位自治会が提出している要望書が表示されます。 

 議員の皆さんは適宜要望書があるところを見ていただければと思いますが、そこで要望

書ナンバーをクリックすると要望の概要があり、要望の提出書類、これをＰＤＦで確認す

ることができます。枝番をクリックすると道路の補修等そういった場合は要望該当箇所が

グーグルマップで表示され、執行部の対応状況や対応履歴を見ることができます。何がで

きていて何ができていないかが一目で分かり、対応が難しいものについては、その旨を対

応履歴で表示されています。南砺市さんはこのどこまで出来たか！市民要望の内容をもっ

て市民への報告に代え、直接文書等での回答は行っておられないそうです。 

 先ほど和田議員もデジタルのことを言われましたけど、これも一種のデジタルだと思う

んですが、このようにデジタル技術を使って要望への対応状況をお知らせすれば、職員の

皆さんにとっては情報のスムーズな共有が図られ、電話対応、書面作成などの事務手間が

削減でき、要望書を提出された市民の方からはリアルタイムで状況が分かるので利便性の

向上につながり、市民との協働にも資するのではないかと思います。 

 防府市自治基本条例第１５条第１項に市長等はその保有する情報を積極的に公表し、提

供しなければなりませんとあります。また、第１７条第２項には市長等は行政に関する意
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見、要望、提案等に対して迅速かつ誠実に応答しなければなりませんとあります。要望と

いう言葉も入っております。 

 デジタル化への取組を加速化されていく中で、自治基本条例にうたわれたこのような理

念を実現するために、要望などに関する市民への情報提供のデジタル化も考えてみてはと

思っておりますが、御見解はいかがでしょうか。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  御質問にお答えいたします。 

 市民への情報提供のデジタル化についての御質問です。議員御紹介の市のように、地域

等からの要望への対応状況をホームページ上に掲載されている自治体があることは承知し

ております。 

 本市では、地域等からの要望に対して迅速かつ誠実に対応することが重要と考えており、

中でも実現に時間を要する要望については、先ほども御答弁申し上げましたけれども、直

接地域に出向いて事業実施の有無を踏まえ、対応方針等を丁寧に説明することとしており

ます。 

 また、道路や河川などの工事に係る要望につきましては、緊急度等で優先順位をつける

ため、必ずしも要望受付の順番どおりに対応できるとは限らないことから、一律に対応状

況を公開するということは考えておりません。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  対応状況を考えておりませんということではっきり言われま

したので、ちょっと残念だと思っております。 

 しかし、先ほど申しました自治基本条例にもやっぱり情報公開あるいは説明責任、応答

責任とうたわれておりますし、市民の方からしたら、今自分の要望がどう取り扱われてい

るのかということがすぐ分かるというほうが何かと市民にとってはいいんじゃないかと思

います。ということは、今デジタル技術云々と言っていますけど、だから、この要望に関

して対応状況をどのような形にせよ公開するおつもりはないということでよろしいですか。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  お答えいたします。 

 繰り返しにはなりますけれども、議員からも御紹介のありましたようにホームページ上

で公開ということも一つの考え方だとは思いますけれども、それ以前に、まずは丁寧に直

接情報を共有させていただくということを最優先ということで、今の現状の運用を継続し

ていきたいと考えております。 



－196－ 

 その上で公開については、今後、運用の仕方等を踏まえて調査研究という形にさせてい

ただけたらと思います。 

○議長（安村 政治君）  市長。 

○市長（池田  豊君）  久保議員のほうからありましたように、要望の状況はどうなっ

ているかといって、先ほど申し上げましたのは、必ずしも順番どおりにならないので、ど

ういう載せ方の工夫だと思いますので、その分は今後いろいろなデジタル化を進める中で

混乱を期さないように、また市民の皆様に過度な期待をさせて上のほうにあるのにずっと

となってはいけませんので。また掲載の方法は、今は見ていませんので今の議員のほうと

ちょっとこっちは多分違うかもしれませんけれども、その中で一覧に今こんな要望が出て

きていますというのか、優先順位でこの順番でやるんですというのは、ただこの順番でや

るというのはなかなか緊急度があるので困難だということでございまして、その要望が今

こんなものが上がっている、こんなものが来ているということにつきましては、どのよう

な形になれば一番市民の皆様の立場に立って、要望された立場に立って検討をして、これ

から総合計画に向けていろいろなデジタル化を進めますので、その中でよりよいものにな

るように検討していきたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  すみません、ちょっと言い方が悪かったようです。順番に表

示してくださいという意味では私もございません、もちろん。そういったことで順番にや

っていきますという意味で表示されたら混乱するということはよく分かります。そういっ

た意味ではございません、そこはすみません、私の言い方が悪かったと思います。申し訳

ありません。 

 そして、それで当面はそういったことは、やっぱりそういう載せ方とかを考えながらと

いうことで先になると思うんですけど、じゃあ、現時点で先ほど生活環境部長が丁寧な対

応というようなことをおっしゃったわけですけれど、ですから、その優先順位が低くて先

延ばしになっているものに対しての丁寧な対応というのが必要になると思うんです。 

 また戻っちゃうんですけれど、ですから、定期的に今これは受け付けていて分かってお

りますと、ただ予算措置ができておりませんみたいなことを何とか伝えられるのかなと思

うんです。確かに、毎年毎年ちょっと待ってください、待ってくださいと言ったら相手も

怒ってとは思うんですけど、ただ忘れられているんじゃないかとか、あるいは執行部は気

を使われているのか分からないですけど、ちょっと無理ですということは言えないのかと

か思うんですけれど、そういった定期的に何とかその方に進捗状況を伝えられるように取

り組んでいただきたいと思うんですけど、答弁いただけますか、どうでしょうか。 
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○議長（安村 政治君）  市長。 

○市長（池田  豊君）  市民の皆さんの要望をしっかりと実現することが一番理想でご

ざいます。そうした中でできないものはできないと、過度な期待を地元に与えることもそ

れは一番悪いことだと思いますので、その状況はしっかりお伝えし、そしてまたそれが伝

わる方向をどうしたら一番いいのかということも検討していきたいと。いわゆるやっぱり

維持管理とか、また、防災とかいうときでございますので、その中で市民生活を第一に考

えた形でどのようにするか。とにかく一番はやればいいわけなので、予算があればとは思

いますけれども、そういう意味で今回も維持補修費を１割以上増やしたわけですけれども。

可能な限り要望対応できるような予算措置をし、そして現場の意見を聞いて、その中で現

場の要望された方にどのような形で伝えるのが一番いいかということは、まず、行ってお

話しするというフェース・ツー・フェースが一番だと思いますけれども、そのうちどうす

るかということはそのときで向こうの方に御迷惑がかからないような形で、自治会長さん

を通すとかいろんな方法があると思いますので、それは検討していきたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  ありがとうございます。市長から最後に少し前向きなお話を

頂きましたので、そうしていただければと思いますので、デジタル化も含めて時間はやっ

ぱり見せ方とかかかってくると思いますけれど、先ほどの説明責任とか、あと情報公開の

件でデジタル化というのは大変有用だと思いますので、それも含めて、そして要望への対

応の検討もしっかりとやっていただきたいということをお願いいたしまして、私の質問を

終わります。ありがとうございました。 

○議長（安村 政治君）  以上で、１８番、久保議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（安村 政治君）  次は、２１番、三原議員。 

        〔２１番 三原 昭治君 登壇〕 

○２１番（三原 昭治君）  会派「絆」の三原昭治です。通告に従いまして、２項目につ

いて質問いたします。 

 まず、１項目めは、消防団の団員不足の現状と対策について質問します。 

 地域防災の要として地域の防災活動を担う消防団では、団員の成り手不足と高齢化が深

刻化してきています。 

 総 務 省 消 防 庁 に よ る と 、 か つ て ２ ０ ０ 万 人 以 上 い た 全 国 の 団 員 数 は 平 成 ２ 年

（１９９０年）に１００万人を切り、令和４年に８０万人を割り、５年４月時点で約

７６万人と、年々減少の一途にあります。これに伴い、全国の市町村が条例で定める定数
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約８８万人に対し１２万人足りない状況にあるとのことですが、防府市における消防団の

現状と団員確保のためどのような対策に取り組まれているのかお尋ねいたします。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員の質問に対する答弁を求めます。消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  三原議員の消防団の団員不足の現状と対策についての御質問

にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、消防団員の成り手不足と高齢化は、本市消防団においても同様の

課題であり、団員数はここ数年において徐々に減少している状況で、現在は、条例定数

４０８人のところ３６１人、平均年齢は４６．９歳という状況でございます。 

 消防団は、地域防災の要として重要な役割を担うことは言うまでもありません。とりわ

け、令和６年能登半島地震や能登半島における豪雨災害では、消防団は自らも被災しなが

ら地域住民の命を守るため、発災直後から避難の呼びかけや消防隊と連携した消火活動、

倒壊家屋等からの救助活動とともに孤立集落からの住民搬送、行方不明者の捜索、避難所

運営の支援のほか、土砂撤去等の災害復旧など、多岐にわたる活動に懸命に取り組まれて

おりました。 

 このように大規模災害においては、地域事情に精通した消防団員一人ひとりの果たす役

割は非常に大きいことから、消防団員数の減少は地域防災力の低下につながるものと認識

しております。 

 この団員数減少に歯止めをかけるためには、働き世代の入団を呼びかけるだけではなく、

児童・学生世代から現役を退かれた高齢世代まで幅広く住民の消防団活動に対する理解を

深めつつ、実際の入団につながるよう広報する必要があり、また、現役の消防団員に対し

てはより魅力のある消防団として活性化につながる取組を実施する一方、活動に係る負担

を軽減することで働き方改革を推進するとともに、団員同士の年代や性別を超えたコミュ

ニケーションの促進等により、風通しのよい組織づくりと地域防災に対する意識改革を進

めていくことが重要となります。 

 近年の本市における団員確保対策の取組としましては、まず、現役の団員に対し福利厚

生面では、消防団応援の店事業の開始や消防団活動を支援するための補助金の予算化など、

処遇面では出動等にかかる報酬額を県内トップレベルに引き上げるとともに、消防団の設

備や個人装備品の更新、拡充を順次行ってまいりました。 

 また、本議会で承認をいただきましたが、新年度より３５年以上勤続して退職する者に

対する退職報償金の支給額を増額するよう、条例の一部改正をしたところでございます。 

 そのほか広報面では、消防団員による個別の勧誘活動に加え、フリーマーケットや地域

の祭り等のイベントに積極的に出向くことによる、よりプッシュ型での市民向けＰＲを展
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開してまいりました。 

 これらの施策や活動により、新年度当初は今年度当初より２名増となる見込みでござい

ます。 

 現在、本市では３６１名中３１名の女性消防団員がそれぞれの地域で活躍をしておりま

す。災害時において、女性ならではの活動も数多くあることから、今後も女性団員の増加

を進めながら、やりがいのある消防団としてしっかりとＰＲし、消防団員の確保対策に努

めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  ありがとうございます。やりがいのある消防団を目指してと

いうことで、大変いい御答弁だったと思います。 

 それでは、幾つか質問させていただきます。 

 先ほど条例定数４０８人に対して３６１人、約８８％ということになるんですけど、近

年の退職者数と入団者数の状況、それと先ほど平均年齢４６．９歳でしたけど、年齢構成

はどのようになっているのか教えてください。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  近年で申しますと、令和４年度が入団が１７名、退団が

１８名、令和５年度が入団が１９名、退団が２８名、令和６年度が入団が２０名、退団が

１９名となっております。 

 団員の年齢構成につきましてですが、２０歳から５歳刻みで見た場合、４５から４９歳

が最も多く２３．２７％、次いで５０歳から５４歳で１８．８４％、４０歳未満の各層に

おいてはそれぞれ１０％未満という数字になっております。 

 また、団員の平均年齢を年度で比較いたしますと、平成２９年度４４．７歳、令和元年

度４４．９歳、令和４年度４５．５歳、現在は４６．９歳でございます。ここ７年で２．

２歳ほど高齢化が進んでおります状況でございます。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  今の数字からもやっぱり着実という言葉がいいのかどうか分

かりませんけど減少してきているということが伺われたと思います。 

 それで、今の数字の中で高齢化が進んでいるのは確かです。その原因はやはり若い年齢

の消防団の皆さんの入団が今後の大きな課題となると思うんですけど、そこでお尋ねしま

すけど、これが一番大事なところだと思うんですけど、消防団員が減少するという原因は

どのように分析されておりますか。 
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○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  御質問にお答えいたします。 

 高齢化、少子化及び人口減少、これが主な要因ではないかと考えております。 

 しかしながら、過去８年間減少し続けておりました団員数が、新年度には２名ではあり

ますが増加するということで、少しずつ広報活動等が身を結んでいるのではないかと感じ

ております。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  あるアンケート調査で、消防団に関する入団しない理由とい

うアンケート調査がありました。それによりますと、消防団により仕事との両立が難しそ

うだからが５０％以上、半数以上占めていました。次に、地域への意識が低くなっている

から、次に、消防団の存在や消防団活動の広報が不足しているから、次に、昔から地域に

ある組織で入りにくそうなイメージがある、次に、体力的にきついイメージがあるという

理由になっております。 

 まず、入団しない理由の、消防団活動により仕事と両立が難しいからという点ですが、

現在、消防団員の方は昔は個人事業者の方が多かったんですけど、現在どのような構成に

なっておりますか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  御質問にお答えいたします。 

 議員がおっしゃるように、以前は自営業の方が大半を占めておりました。しかし、現在

は被雇用者の方が７２％という状況でございます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  事業者の方も事業をやられる方が少なくなったということも

あると思いますけど、いわゆる被雇用者、サラリーマンの方が多くなった。これには企業

や事業所等の理解が大変必要だと思いますが、関係者との連携をどのように図っていらっ

しゃいますか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  御質問にお答えします。 

 事業所の消防団活動への協力が社会貢献として広く認められると同時に、事業所の協力

を通じて地域防災体制がより一層充実されることを目的とした消防団協力事業所表示制度

という取組がございます。本市では、現在１１の各事業所に対し、当該制度に係る表示証
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を交付しており、このうちの１つは特に顕著な功績が認められる事業所として、国癩癩こ

れは総務省消防庁でございますが、こちらの表示証の交付を受けております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  確かに表示ということも必要だと思いますけど、表示の意味

を知らない人はほとんどだと思います。関係者以外はまず分からないのが現実だと思いま

す。 

 それと実質的にやっぱり会社、事業所の協力を得るという行為が、行動がやっぱり必要

だと思います。ぜひその点についても積極的に行っていただきたいと思います。 

 それと、次に消防団の存在や消防団活動の広報が足りないという点につきまして、消防

団の役割や活動を知ってもらうことがとても大切だと私は思っております。消防団活動の

意義や価値を、これを知ってもらうということについて、どのような周知やＰＲを行って

いらっしゃるかお尋ねします。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  お答えいたします。 

 先ほども答弁の内容で申し上げましたが、地域の活動であったり、お祭りや防災の展示

等を行って、地域に出向きまして、消防団がそれぞれ活動している状況でございます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  この点については、後また触れますけど、次に、昔から地域

にある組織であり、入りにくそうのイメージがあるというのがありました。昔は一つのよ

りどころで、地域の人たちがそこに集まって、言葉悪いですけど、和気あいあい、地域を

守るために、時には和気あいあいで、みんなで酒を酌み交わすとか、いろんなことがあり

ましたが、これも時代の変化だと思います。二、三の分団の方と会い、ちょっと声を聞い

てみたんですけど、災害とかそういうことが予測される場合は待機指令が出るというとき

に、機庫で待機をするということになるわけなんですけど、まず１点目は、その機庫の空

調ですね。今、夏は暑い。もちろん冬はもうとにかく寒い。その空調設備はどうなってい

るのか。また、待機が長くなれば、食料の確保をしなければいけない。夏場なんかは、や

はり衛生面において大変懸念されるとこでありますが、そういう点はどのようになってい

るのか。それと、待機が長くなると、食料の支給等はどのようになっているのか。また、

待機における報酬、費用弁償についても、１時間でも半日でも一緒ですよね。具体的に報

酬の金額を教えてください。こういう点を、特に若い人にちょっと話を聞いたんですよ。
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こういう点は、受入れ環境ということで言っていらっしゃいましたので、ちょっとお尋ね

します。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  お答えいたします。 

 まず、１点目の空調の関係でございますが、各消防団機庫には空調設備はございません。

ですが、長時間待機になる場合には、各地元の公民館、こちらに詰めていただいて、空調

設備のある場所で待機をしていただくということにしております。 

 次に、食料の関係ですが、当然機庫には食料等を保存しておりません。ですが、長時間

の待機になりました場合は、非常食として消防本部のほうから持っていくようにしており

ます。また、それがさらに長期になりますと、朝・昼・晩と食事を配達するという形をと

っております。 

 次に、金額の関係でございますが、待機した場合、１日につき８，０００円、こちらが

災害時は出動手当として支給されております。これは、各本人一人ひとりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  公民館で待機するようになっているわけですか。私、それ知

りませんでした。どちらかというと、みんな機庫で待機しているのがほとんど。公民館で

待機というのは、多分そのとき話が出なかったということはなかったんだろうと思います。

というのが、あの暑い中、例えば、今、新しくできた向島公民館、小野公民館、あそこに

は併設して複合施設として機庫がありますよね。そこは空調環境は整っているわけですか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  お答えいたします。 

 機庫本体は車庫としての利用でございますので、共用場所において待機するということ

になります。そちらは冷暖房が完備しております。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  正直言いまして、若い人たちの率直な意見を聞くと、あそこ

ええなと。僕らのとこはないんですよ、このくそ暑いのにと。その代わりガラケーの携帯

電話がありますよと。ガラケーの携帯電話、何のためあるんかなと。私、ちょっと調子が

出てきました。昨日、夜から体調が悪くて、病院に行ったりなんかで、ちょっと体調を崩

しちょったので、多少元気が出てきました。ガラケーの携帯が置いてあると。若い人たち

がみんな不思議がっているんですけど。このガラケーの携帯がずっとあるけど、何のため
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でしょうと。何のためですか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  こちらは、消防本部からの指令や連絡事項を機庫のほうに伝

えるためでございまして、以前は固定の電話機を設置しておりました。ですが、外に持ち

運びができるようにということで、以前に携帯電話に変えております。これは、今後ス

マートフォンのほうに変わっていく予定でございます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  今の時点で、申し訳ない、今後変わっていくって……。まあ

いいですと思うんですけどね。ＡＩの話が今回たくさん出たけど、もう時代に合ったよう

な、これも若い人たちから見れば不思議なんですよ。何じゃこれとなるわけですよね。携

帯持たにゃいけん、無線も持たにゃいけん、これも持たにゃいけんと、ポケットいっぱい

ですよという。冗談的に私に話したんですけど、ぜひそういう受入れ環境の整備ももう見

直していかないと、今の若い人たちは来ません。僕は若くないんじゃけど、僕も行きませ

ん。暑いとこで待機をしたくないし。ぜひそういうとこも見直しというか、早急に見直し

ていただきたいと思います。 

 先ほどまた、防府市のこともお話をいただきました。防府市において、私は大変自慢で

きることがあります。これは市長との話の中で、市長の英断でやってもらったんですけど、

活性化補助金です。これ、全国に恐らくない。調べてみましたけど、ありません。消防団

にじかに活性化の補助金というか、活動費が出るというとこはありません。どこの団も喜

んでいらっしゃいます。それが誇りだということも言われます。自慢ですよということも

言われます。まだ使い方がよく、使い方というか、真面目な方が多いんで、少し返すとき

もあるらしいんですけど、しっかり活用してくださいとは言っているんですけど。これは

恐らく、いろいろ改めて調べたんですけど、全国にありません。ありがとうございます。 

 というように、やっぱり今の若い人たちを巻き込むために何をするかということを考え

たときに、ちょっと現実的になるけど、やはり報酬というのも現実的です。設備、環境と

いうのも現実的です。もう昔ではないよということなんですよね。だから、その中で、さ

っき、県内トップレベルの報酬と言われましたけど、報酬は防府がトップですか。トップ、

２番は幾らですか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  トップといいますか、全て、ほとんどが一緒の金額でござい

ます。ただ、低いとこはございます。 
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 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  トップはトップかもしれませんけど、こういう面も、これは、

たしかその金額が、年報酬が３万６，０００円ですよね。これはどういうふうに定めるわ

けですか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  お答えいたします。 

 国が示しております標準額というのがございます。この金額が地方交付税の算入額とさ

れておりますので、この金額に、同様にしております。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  これもまたちょっといろいろ検討していただきたいと思いま

す。せっかくなら実質的トップを目指して、お願いします。聞き取りのときに、５万円以

上なると源泉で税金かかるんですよと言われたので、４万９，０００円にしたらという話

をしました。すると、税金はかからないねという。こういうものでも、やっぱり山口市と

違うね、周南市と違うね、防府はトップよというような報酬になってほしいなと思ってい

ますので、こういうところも検討していただければと思います。国の基準は基準として交

付額も出るかもしれませんけど、やはり防府の独自の消防団対策、団員確保対策というの

が絶対必要だと思います。他と一緒じゃったら、他と同じですよ。だから、少し頑張って

いただきたい。 

 それと、ちょっと心配する話が出たんですけど、訓練。最近、ロスの山林火災や大船渡

市の山林火災、恐ろしいことに、ああいう我々が目にしたことないような大火災が今、発

生しておりますけど、これはどこで起こるか分からない要素を占めております。今、消火

に当たっては、消防署だけでは到底できないと思います。消防団の方も出ていらっしゃる。

テレビ見ました。ここで、防府市における消防団の山林火災の訓練は、どのような形でや

っていらっしゃるか教えてください。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  御質問にお答えいたします。 

 実は、この３月９日でございますが、江泊山において林野火災の防御訓練を行う予定に

しております。この訓練と申しますのは、消防団を中心としまして、消防署の者が手伝い

をしながら、山で火災が起こった際に、迅速、的確に消火できるよう、日頃から訓練をす

るものでございます。よろしくお願いします。 
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○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  なぜこれを聞いたかというと、訓練ということのお話が出て、

訓練は５人と限られているんですよという話から、５人でこういう大火のとき、できます

かねと。というのは、対応も僕は十分癩癩１００％大事なことなんだけど、５人で訓練す

るより、全員で一緒に訓練することによって和ができるわけですよね。それで仲間意識が

また高まってきて、また出よう。それで、誰かに言うてみよう、入らんかねとか、そうい

うのにつながってくると思うんですよ。５人という考え方を、少し考え直したほうが私は

いいと思います。回数を増やしたからという、たしか１２回ですかね、ということを言わ

れていましたけど、そういう問題じゃ私はないと思う。やはり団結というのは、全員が集

まってやることに団結の意義があるのではないかと思いますので、３月９日やられるの多

いに結構です。大事なことですけど、ぜひ、日頃の訓練もそういう点で考えていただけれ

ば。 

 ただ、一つ言えることが、気兼ねする人がおるんですよ。５人しか出られんから、ここ

に報酬が絡んでくるわけですね。自分はもらえるけど、ほかの人はもらえん。僕はええで

す、ええですというケースも多いんですって。だから、そういうこともやっぱり考えて、

少し見直していく必要があると思います。 

 それと、機能別団員制度というのがあるんですけど、これはどういうものなのか、そし

て、防府市はどのように取り組んでいらっしゃるのかお尋ねします。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  お答えいたします。 

 機能別分団というのは、その作業に特化した部隊等でございまして、防府市では、これ

は採用しておりません。各分団で対応しておるところですが、例えば、機動部隊とか、チ

ェーンソー部隊とか、そういった機能別の消防団員を、そういった資格を持った方等を募

集してやったりとか、あとは、消防団を退職されたＯＢの方を選定して隊をつくったりと

か、そういったところでございます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  防府では採用していないということで。先般、またこの後や

りますけど、闇バイトで高校生が駅前で１６人だったかな。１６人と防府警察署、ＪＲ等

の人たちと一緒に、闇バイトの加担防止キャンペーンをやっていらっしゃいました。いろ

いろ聞いたんですけど、警察には、非行や犯罪防止などに取り組む中高生、大学生による

少年セーフティリーダーズというのがあるんですよ。今、何でこの話をするかというと、



－206－ 

こういうことを、例えば、機能別団員という形をつくって、小学生でもいい、中学生もい

い、高校生もいい、大学生もいい、その中で、例えば広報団員というのをつくったらいか

がでしょう。広報団員をつくると、その子たちはそういう意識が目覚めるわけですよね。

例えば、もっと言えば、消防団員の方が着ているあれは作業服ですか。作業服というんか

ね。あれ、なかなか僕はりりしくていいなと思うんですけど、そういうのを作ってあげて、

それを着てもらって、町に出て防火を呼びかけるとか、いろんな呼びかけができて、その

中でやっぱり意識の改革にも、高揚にもつながってくると思うんですよ。これがまた予備

軍となって、消防団に入ろうかということにもつながると思うんですけど、ずっと防府市

はないですよね、この機能。ぜひこれを取り入れてもらいたいと思うんですが、いかがで

すか。 

○議長（安村 政治君）  消防長。 

○消防長（米本 静雄君）  お答えいたします。 

 今後、細部につきまして検討させていただきます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  市長に当てると、やりますと言われそうなので、あまり早う

から即答されるとあれですけど。ぜひ、今の一つの手法ですよ。増やす手法。入ってくだ

さい、こうしましょうというんじゃなくて、小さいときから、意識をそういうふうに持っ

てもらう。たしか選挙もありましたよね。家族で一緒に選挙に行こう。投票は三原という

のはありませんけど。（笑声）それはありませんけど、そういう意識が、やっぱり小さい

ときから植え付けると、また変わってくるということが考えられると思いますので、消防

長、よろしくお願いいたします。市長もよろしくお願いします。 

 以上をもちまして、今の質問を終わります。 

 次は、安全で安心防犯のまち防府の構築について質問いたします。 

 近年、闇バイトによる若者たちの強盗事件や無差別殺人事件など、これらの犯罪は年々

増加している一方で、ますます凶暴化してきているのが現状です。特に高齢者を狙った強

盗事件は、かつての日本では考えも及ばないものであり、いつ誰が襲われるか計り知れな

い恐怖に、多くの高齢者、市民の方はおびえているのが現状です。 

 防府市では、市民の安全・安心を守るための取組として、どのような対策を講じている

のか。また、今後、市民の安全・安心確保のためにどのような取組を行っていこうとされ

ているのか。安全で安心防犯のまち防府の構築をするべきだと思いますが、考えをお聞か

せください。 
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○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  三原議員の安全で安心防犯のまち防府の構築についての御質問

にお答えいたします。 

 昨今、ＳＮＳで実行犯を募集して、うそ電話詐欺のみならず、強盗等の凶悪な犯行に及

ぶ事件が連日テレビ等で報道されており、特に２月にミャンマーで国際的な犯罪組織が摘

発された事件は、その中に高校生をはじめとする日本人が多数含まれていたこともあり、

大きなニュースとなりました。犯罪の被害者はもとより、安易に甘い誘いに乗り加害者と

ならないようにする対策も重要であると感じております。 

 幸い市内では、こうした凶悪事件は発生しておりませんが、昨年１０月に県内で闇バイ

トによる強盗予備事件が発生し、都会だけのことと思っていたことが、現に身近で起こり、

改めて市民生活の安全・安心を第一とし、防犯対策の強化に努めなければならないと考え

ております。 

 こうした犯罪の発生を抑止するためには、警察、市などの関係者が連携し、様々な防犯

対策に粘り強く取り組んでいくことが必要です。現在、国・県では、闇バイトによる強

盗・詐欺への対策強化として、警察による広報・相談対応や、犯罪者グループの取り締ま

りに必要な体制の確保が図られており、山口県警では匿名・流動型犯罪グループやうそ電

話詐欺の捜査体制を強化するため、このたび組織犯罪対策課に新年度から警察官を３名増

員することとされております。 

 防府警察署では、若者をはじめとする市民が闇バイト・うそ電話詐欺等の被害者や加害

者とならないよう、スマートフォンやインターネットを利用する際の注意点等についての

啓発活動として、情報モラル教育を強化されています。また、防犯ボランティア等と協力

しての防犯パトロールなど、地域と一体となった防犯活動も行われております。さらに、

今月からは、富海地区と大道地区において、民生委員などと協力して高齢者戸別訪問を実

施されます。 

 また、市におきましては、自治会等が設置する防犯灯への支援、防府市メールサービス

等による不審者情報や防犯情報の発信、民生委員による高齢者への注意喚起や声かけ、み

まもり隊による児童・生徒の見守り活動、防犯対策協議会による防犯運動などを行ってお

ります。 

 さらに、教育委員会におきましては、この春入学する新１年生への防犯ブザーの配布や、

アプリ等による保護者への不審者情報の通知、警察官ＯＢ等であるスクールガードリー

ダー等による学校内での指導、通学路の安全点検などにより不審者対策を講じております。
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加えて、これから春休みを迎えるに当たり、児童・生徒が被害者はもとより、闇バイトの

加害者とならないよう、啓発に努めてまいります。このように、警察が行います防犯対策

に呼応して、凶悪化・多様化する犯罪に対して、その変化のスピードに立ち遅れることな

く対応していきたいと考えております。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  御答弁ありがとうございます。今、富海、大道の高齢者宅へ

の訪問、それとあと、防犯ブザーとか防犯アプリによる保護者への連絡等なんですけど、

最近起こっている事件は、ほとんどが高齢者が対象なんですよね。その点からちょっと話

していきたいと思います。 

 防犯インフラの整備において、防犯灯というのは、もう以前からされていることですけ

ど、防犯等に大変有効と言われる。以前もやったことあるんですけど、防犯カメラについ

て、現在、公共施設、また、分かれば、市内の民間施設での防犯カメラの設置状況を教え

ていただきたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  お答えいたします。 

 市有施設の防犯カメラの設置状況につきましては、令和７年２月末現在で、市役所、公

民館、小・中学校等の市有施設に合計で４２４台設置しております。その他、民間を含め

ての数というのは、把握しておりません。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  以前、私は、防犯カメラの補助制度を設けたらどうだろうか

と、令和５年ですかね、質問いたしました。それからまだ全く、さきの久保議員じゃない

けど、連絡がないと。全く反応がないんですけど、今、あのときに、たしか下関、山陽小

野田、和木町等を御紹介したと思います。こういうことをやっているよということを御紹

介しましたが、その後、何か調査をされましたか。私が紹介した市の調査、どのような実

態なのか、どのような状況なのかというのを調査されましたでしょうか。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  お答えいたします。 

 山口県内では、令和６年度で２市１町、防犯カメラ設置補助金が交付されております。

７年度から新たに１市が予算計上されているというところまで……。予算計上までです。

まだ７年度の関係なんで、予算ですので、まだ正式にということではございませんが、
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７年度から新たに下関市さんが開始をされる予定と聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  本当なら設置状況じゃなくて、設置したところが今どうなの

かというのをちょっといろいろ調べてみてほしかったんですよ。家庭用補助金制度を設け

ているのが和木町だけですね。聞いてみたら、結構、今こういう時代だから大変何か好調、

好調というのはおかしいんですけど、多いですよということなんですよ。専門家のちょっ

と話では、防犯カメラは犯人に、見られている意識を植え付けるなど、世界中で防犯カメ

ラによる犯罪抑止効果が確認されていると。中でも、日本での犯罪抑止効果は顕著という

ことですと。私は、防府ももうそろそろじゃなくて、例の何かよくテレビ出る林先生、い

つですか、今でしょというのがありますけど、もうこういう取組をすべきではないかと思

うんですが、いかがでしょう。 

○議長（安村 政治君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（永松  勉君）  防犯カメラの設置の補助についてですけども、自治会

がカメラを設置される場合については、地域の様々な課題を解決するための地域による主

体的な取組を支援する、がんばる地域応援事業が活用できます。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  確かに。それを忘れていましたけど、これも後で言おうと思

うたけん、今言われたから言いますけど、私は、自治会を対象に市独自で設けたらどうか

と思っているんですよ。というのが、多分がんばるだったら５万円ですよね。５万円では

つけられません。例えば、自治会の出口、入り口。出口も入り口も一緒ですけどね。そう

いう要所に例えば４台、５台つける。つけたときに、自治会に防犯カメラ設置自治会とい

う看板を置くと、立てると、これはどういう効果があると思いますか。 

○議長（安村 政治君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（永松  勉君）  議員先ほどからおっしゃるとおり、犯罪の抑止につな

がるものと思います。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  そうですよね。さて、さっき冒頭の答弁の中に、闇バイトと

いうのが出てきました。闇バイトの一つの中に、夜の散歩という項目がありました。どう

いう内容だと思います。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 
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○生活環境部長（金澤  哲君）  大変申し訳ございません。お答えできません。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  さっき、石田議員からとんちと言われた。とんちじゃないん

ですよ。石田議員の頭がとんちであると。それは冗談です。そうじゃないんですよ。これ、

深刻な話なんよ。何をするかといったら、夜中の１時から夜明けの３時、４時まで散歩す

るんです。チェックして歩くの。ここの家は防犯カメラがついている。ここはこういうふ

うにちゃんと施錠というか、門扉が閉まっているとか、それをチェックするんですって。

そういうチェックリストを作るために、夜の散歩というのがあるらしいですよ。今、そこ

までもう来ているんですよ。 

 それで、まあいいか。これは私のことやからあれですけど、ぜひ和木町、あそこは金が

あるからと言われた方がいらっしゃったんですよ。いや、金と命はどっちが大事なんかっ

て、どっちが大事ですかと思います。 

○議長（安村 政治君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（永松  勉君）  命だと思います。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  最後は、市長の英断をお聞きします。 

 次に、これも関連するんですが、防犯グッズ。防犯グッズにはいろいろあると思うんで

すよ。人感センサー、補助鍵、防犯カメラもあります。防犯ガラス等々いろいろあります。

これに対する補助金制度を、今、全国の自治体でどんどん創設するところが増えてきてい

るんですよ。そういう例えば防犯カメラ含めて、補助制度を設けたらいかがでしょう。 

○議長（安村 政治君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（金澤  哲君）  お答えいたします。 

 防犯対策用品への補助金、補助ということでございます。各家庭での防犯対策用品の活

用は、犯罪への抑止力と考えておりますが、犯罪被害を未然に防止するためには、まずは、

市民一人ひとりが常日頃からそれぞれの環境に合った対策を取ることが非常に重要です。

市といたしましては、防災グッズと同様に、自分の生命・財産は自分で守ることが重要で

あることを、様々な機会を通じて、まずはしっかりと啓発をしてまいりたいと考えており

ます。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  おっしゃるとおりなんですよ。それぞれが意識しなければい

けない問題なんですよ。恐らく皆さんは、その実態なんか調べたことないと思います。私

の後輩が、先般、メール打ってきました。そのメールの中には、熊よけのスプレーを買い
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ましたと。おかしいな、山もないのに何で熊よけのスプレー買うんかなと思って、すぐ電

話して、何をするのと聞いたら、テレビでやっていました。犯人が来たとき、スプレーで

シュッとやれば時間稼げると。その間に警察へ電話できたり、いろんな対策になるという

ことで、そこまで考えておるかねという話を。これはうちの地区の人の話なんですけど、

警備用として木刀を用意していると。木刀まではいいんですよ。木刀のここに輪っかをつ

けちょる。引っ張り取られたらいけんから、取られんようにここへつける。ある奥さんは、

もう恐ろしいから鍵を２つ、３つつけたんよねと、という方がいらっしゃいます。かく言

ううちの家は、窓にみんなセンサーをつけました。そんな高くないですよ。センサーの近

く行ったら鳴るというやつです。一遍間違って、夜中に鳴りましたけどね。見に行くのが

大変嫌だったですけどね、ということなんです。ぜひ人間の心理というのがある。この防

犯グッズ１万円するの、１万円かねと思うのが普通常だと僕は思う。だけど、待ってよ、

市から３割負担が出る、補助金が出るよ、５割出るよ、それじゃあ買おうかって。この話

をして何人かに聞いてみた。ちょっと買うかも分からんねという話にはなった。それは、

それぞれがやるのが一番なんですよ。部長がおっしゃるとおり、やっぱり自分の身は自分

が守ると。だけど、その身を守る人たちを守るのが、私は行政じゃないかと思っているん

ですよ。しっかりやっぱり行政も立ち上がって、いろいろ読んでみると、いろいろ事例を

見ると、やはりそれによって大変な抑止にはなる。防府市は防犯の補助金が出よると、カ

メラもどんどんつけるように進めよるというような、これも全国的に広がってくれば、か

なりの効果があると思います。 

 千葉の船橋市の事例なんですけど、住まいの防犯対策補助金制度というのを設けられて

おります。防犯カメラや録画機能付きのドアホン、センサーライト、補助機、防犯砂利、

防犯ガラスなど、１世帯１回のみ２万円を上限に、工事を含む購入費２分の１を補助する

と、支援するということなんです。今、やっているとこを挙げたら、もう物すごくありま

す。やはりみんなそういうふうに、今、自分の命は自分が守るんだけど、その命も相対的

に考えれば、やっぱり市が、よく市長が言われる市民の安全・安心ということなんですけ

ど、そういうのを自分が守るんだと言い切ったら、それでおしまい。こんな質問する必要

性がない。そうじゃなくて、やっぱり市も本腰上げて、じゃあ、補助はできないけど、こ

ういうこと、じゃあ、やりましょうと。こういうふうに市も積極的にやりましょうと。防

府市見てごらん。大変面白い防犯対策始めたよと言うたら、全国ニュースになりますよ。

全国ニュースになったらどうなるか。これプラス、例えば、防犯のまち防府宣言をすると。

まだ、防犯のまち宣言なんてしたとこありません。今、本当に今でしょうで、今、タイム

リーだと思うんですよ。この宣言をやることによって、僕は大変な効果を発揮するんでは
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ないか。これは恐らく、物すごく取り上げられると思いますよ。事例がないんだから。特

に今の時代にマッチングしているんですから、もう絶対的にそれは効果があると思います。 

 市長は、いつも市民の命が第一ということを開口一番言われております。市民も大変う

れしく思っております。だけど、今、一番市民がおびえている件で、この市民の命の第一

というものを、やはり率先して対応策を考えるべきときではないかと私は思います。最後

になりますが、市長の御見解というか、その思いを、市長ももう６７、６ですか。７。

（発言する者あり）だから、みんな、私に限ってとみんな思っているかもしれんけど、分

からんですよ。なぜ高齢者狙うかといったら、反抗できないから、一つはね。お金を隠し

ちょると。駄目ですよ、隠しちょったら。お金を隠しているというのがあるらしいんです

けど、本当に高齢者の方、聞いて歩いておったら、本当にみんなおびえていますよ、怖い

と。ということです。ということで、最後に、防犯のまち防府宣言ぐらい、よし、やるぞ

と、そして、それに関わるそういう施策を講じるぞという思いを市長から聞きたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（安村 政治君）  市長。 

○市長（池田  豊君）  防犯カメラの設置という、最初ありましたけども、それについ

ては、今回の予算、本当精いっぱい、今、つくったばかりでございますんで、もう精いっ

ぱい可能な限りの予算を組んでいますので、直ちには対応できないと思いますけれども、

今、三原議員のほうから防犯のまち防府宣言で上げられましたけれども、やっぱりそうい

うことをすることは、市民にとってもしっかり気をつけようという運動になるかと思いま

す。それらについては、安全なまち防府、今、まちづくり進めていますけれども、そうし

た観点から、防府のまちが安全であると、夜行ってもいつも安全であることが大切だと思

っております。今、議員のほうからすばらしい提案をいただきましたんで、そういう方法

で何かそういう方向で打ち出せないかということを、これから検討していきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○議長（安村 政治君）  ２１番、三原議員。 

○２１番（三原 昭治君）  ありがとうございました。予算を組んだからと言われました

けど、予備費というものもあります。今、紹介した船橋市なんか、途中からですよ。よそ

もみんな途中からが多いんですよ。今の時代、今の現状にマッチした対応を図っていける

わけですよ。やはりこれが大事ですよ。予算がないから来年と言うたら、その間に事件が

起きたら、市長、僕は言ったじゃないですかと。何で早くやらんのですかということにな

りかねません。ぜひ、予算がないからではないんです。さっきも命とお金どっちが大事か

と言ったら、部長は命ですと。命ですよ。命が大事。本当に御高齢者に聞いて歩いてくだ



－213－ 

さい。本当みんな怖がっていますよ。びっくりするくらい怖がっていますよ。 

 ということで、私の質問を終わり、予備費を期待して終わります。ありがとうございま

した。 

○議長（安村 政治君）  以上で、２１番、三原議員の質問を終わります。 

 ここで昼食のため午後１時１０分まで休憩いたします。お疲れさまでした。 

午後０時 ９分 休憩 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午後１時１０分 開議 

○議長（安村 政治君）  休憩を閉じて会議を再開します。 

 午前中に引き続き一般質問を続行いたします。 

 次は、７番、田中健次議員。 

        〔７番 田中 健次君 登壇〕 

○７番（田中 健次君）  「市民クラブ」の田中健次です。今回は、２点について質問を

したいと思います。 

 質問の第１は、ひきこもり支援についてであります。 

 ひきこもり支援については、昨年の３月議会でも取り上げておりますが、今年１月に、

この取組の先進自治体である愛知県東海市のほっとプラザについて調査してまいりました。

また、調査に行く事前に、厚生労働省のひきこもり支援策も研究しました。そうしたこと

から、防府市のひきこもり支援の課題についてお尋ねをしたいと思います。 

 厚生労働省のホームページには、ひきこもり支援施策の全体像が示されています。これ

によれば、ひきこもり支援に特化した事業として、市町村では、１番目に、ひきこもり地

域支援センター、２番目に、ひきこもり支援ステーション事業、３番目に、ひきこもりサ

ポート事業という形で、３段階の事業が示され、今述べた３番目の事業から２番目の事業

へ、さらに１番目の事業へと段階的に充実させ事業の幅を広げていく、このように求めて

おります。 

 １番目のひきこもり地域支援センターは、都道府県、政令指定都市に設置されていたも

のを、２０２２年度（令和４年度）から市区町村を設置主体として拡充し、少し前ですが、

２０２３年度（令和５年度）では全国で３２市区町が設置しています。１月に調査に伺っ

た東海市は、このグループに入ります。また、教育民生委員会が２０２３年度（令和５年

度）に、同じようなひきこもりについて視察に伺った岡山県総社市も、このグループに入

るわけです。 

 ２番目のその前段ともいえるひきこもり支援ステーション事業には、９３市区町、県内
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では、宇部、山口、萩、山陽小野田の４市がここに入っております。防府市は、３番目の

もう１段階前のグループとして、サポート事業を実施している１２０市区町村の一つとな

っています。県内では、ほかに下関、長門市もこのグループになります。 

 ３番目のサポート事業では、相談支援や居場所づくり、実態把握調査など、取り組みや

すい事業を任意事業として取り組む形ですが、２番目のステーション事業では、支援の核

となる相談支援、居場所づくり、ネットワークづくりを必須事業として一体的に実施する

よう求め、さらに、１番目の地域ステーション事業では、先ほどの３つの必須事業のほか、

当事者会、家族会の開催、住民向け講演会等の開催も必須事業として総合的に進めるよう

求めています。こうした形で段階的に施策を拡充をさせる、こういったことを国は求めて

いるわけであります。これらの事業は、補助率が２分の１となっております。 

 防府市もひきこもり支援を一歩前に進めるため、県内他市が取り組んでいるステーショ

ン事業や、東海市のように地域支援センターの設置に取り組むべきではないかと考えます

が、市執行部の御見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  田中健次議員のひきこもり支援についての御質問にお答えいた

します。 

 ひきこもりとは、厚生労働省の定義によりますと、様々な要因の結果として社会的参加

を回避し、原則的には６か月以上にわたっておおむね家庭にとどまり続けている状態のこ

とをいいます。 

 ２０２２年度の内閣府のこども・若者の意識と生活に関する調査では、ひきこもりは

１５歳から６４歳までで全国に約１４６万人と推計されており、本市に置き換えますと約

１，３００人と推測されます。私は、このひきこもり状態にある方や、その御家族が社会

的に孤立することのないよう、関係機関が一体となって支援していかなければならないと

考えております。 

 本市のひきこもり支援につきましては、市の福祉部にひきこもり相談窓口を開設し、本

人や御家族からの御相談をお受けしております。また、県などの関係機関と連携し、ひき

こもりの方が集まり、自分の体験や思いを語り合う会の定期的な実施や、困難事例の検討、

意見交換等を行いながら支援に取り組んでまいりました。 

 こうした取組に加えまして、昨年の８月からは、本人や御家族に寄り添い、継続的な支

援を行っていくため、ひきこもりサポーター派遣事業を開始いたしました。専門的な研修

を受けた支援員が、自宅への訪問や自宅以外での面接、社会活動に参加される際の同行な
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どのサポートを行いながら、適切な支援機関につないでいくなど、きめ細かな支援に取り

組んでおります。 

 議員からは、支援をさらに一歩進めて、ひきこもり支援ステーションやひきこもり地域

支援センターを設置してはどうかとのお尋ねがございました。現在、本市では、支援ス

テーションの役割である相談支援や居場所づくり、ネットワークづくりについて、県のひ

きこもり地域支援センターの地域拠点、山口健康福祉センター防府保健所と連携して取り

組んでおります。こうした中、この１月からは、防府保健所が新庁舎の福祉棟に移転され

たことで、県と一体となって、これまで以上に緊密な連携が可能となりました。この防府

市の強みを最大限に生かして、本市に適した柔軟で効果的な支援の充実を図ってまいりた

いと考えております。 

 新庁舎の福祉棟を福祉の拠点、また、ひきこもり支援の拠点として位置づけ、ひきこも

り状態の方が一人でも多く社会参加され、御家族が安心できるよう、今後もしっかりと取

り組んでまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  分かりました。今の御答弁についてちょっと再質問をする前に、

一点ほど追加的な質問になりますけれども、厚生労働省のひきこもり支援に関するホーム

ページでは、関連する事業として、重層的支援体制整備事業というものが示されておりま

す。この重層的支援体制整備事業というのは、住民が抱える課題が複雑化、複合化する中

で、従来の支援体制では、はざまのニーズへの対応などに課題があって、例えば、高齢者

と障害者、それと子ども、生活困窮という、こういったはざまの属性を問わない包括的な

支援体制を構築するためのものであります。２０２１年度（令和３年度）から実施をされ

て、今の令和６年度では、３４６市町村で実施をされているようであります。複数の課題

が存在している状態として、例えば、８０５０問題なども、これは高齢者が若い人、

８０代の親が５０代の子どものひきこもりの面倒を考えないといけないというような、そ

ういった８０５０問題も例示しております。相談地域づくり関連事業に係る補助等につい

て、これについては交付金が交付されます。ひきこもり支援体制を充実させる方策として、

こういったものも検討すべきではないかと思いますが、この点についていかがですか。 

○議長（安村 政治君）  福祉部長。 

○福祉部長（藤井 一郎君）  お答えいたします。 

 議員御案内の重層的支援体制整備事業は、市町村において包括的な支援体制を構築する

ための手法の一つとして創設された事業です。事業の実施につきましては、今後、福祉施
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策の充実を図る中で、その必要性について検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  それでは、市長の御答弁に対する再質問になりますけれども、

昨年８月からサポーターの派遣事業ということがありましたけれども、サポーターの派遣

事業そのものは以前からあったと思うんですが、それで、１年前の一般質問のときには、

サポーター支援事業というのがあるけれども、予算未執行の事業になっていると。結局利

用する方がなかったと。令和３年度、４年度ともなかったと。その前でも僅かな件数だと

いうことですが、このサポーター派遣事業というのは、新しくまた充実されたわけですか。

それとも、ちょっと詳しい中身の御報告をお願いしたいと思います。あわせて、昨年８月

からということで、どれぐらい利用者がそれではあったのか、お答え願いたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  福祉部長。 

○福祉部長（藤井 一郎君）  お答えいたします。 

 サポーター事業につきましては、令和元年度、２年度とやっております。それで、３、

４、５と休止をしておりまして、６年度にまた新たに関係事業所に委託をしまして実施を

しているところでございます。人数でございますが、実人員としては、１人の方に対して

行っております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  昨年８月からというより、サポーター派遣事業ということが、

なかなかこれが定着しないというのかということじゃないかと思います。 

 それで、昨年の１２月に、議員に対してはパブリックコメントということで、防府市こ

ども計画の案が示されて、これについて市民の方から意見は出されなかったようですが、

これを見ると、ひきこもりについて、基本目標３のところの４、青少年の非行・被害防止

や自立を支援します、それから、そこのところにひきこもりサポーターの派遣ということ

が出てまいりますが、基本目標の指標として、現在地ということで、ひきこもりの相談等

支援ということで、令和６年度、最終的に変わるかもしれませんが、昨年の１２月のとき

に示された資料では１１人と。これを令和１１年度までには倍増させたいというようなこ

とですが、ちょっとこの人数が、防府市では潜在的に１，３００人いると先ほど市長が答

弁されましたが、そういうことでいけば、全然受皿になってないというのか、救おうとい

う体制になっていないという結果がこういうふうに示されているんじゃないんかと思うん

ですが。そういう意味で、今度、保健所と一体的にと言いますが、その保健所のところに
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何かそういう看板、ひきこもり相談だとかいうような話の看板を出すだとか、そういうよ

うなことでも何かあるわけでしょうか。今まででも比較的近いところにあったわけですよ

ね、歩いて５分以内のところで。今後はもう一、二分で行けるところになりますけれども、

そういったところでそういう対応が今まで以上にできるのか、ちょっとその辺についてお

答え願いたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  福祉部長。 

○福祉部長（藤井 一郎君）  お答えいたします。 

 実際にこの１１人というのは、議員おっしゃるように、大変少ない数字ではあるとは思

います。この原因といたしましては、やはりひきこもりの方、また、御家族の方がどこに

相談に行ったらいいのかというのがよく分かっていらっしゃらないというのがどうも現状

であるようでございまして、それを今後、周知を積極的に行いまして、目標値に近づけた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  そのためには、しっかりと看板を掲げた拠点施設がやっぱりな

いと駄目だと思うんですよ。それで、私どもが１月に行った東海市のひきこもり支援セン

ター、ほっとプラザというんですが、ここは、東海市の人口は防府市とほぼ同じぐらいで、

来所実人数が１０８人で、これは令和５年度ですが、延べ人数が２，７３８人というよう

な数字をいただいております。それから、全く同じような形の比較はできないんですが、

議会の教育民生委員会が令和５年１０月に伺った岡山県の総社市ですけれども、そこは、

民生委員さんだとか、いろんな方にお願いして把握できた当事者の数が、当初は２０７人

と。現在は、４００名を超えている人を把握していると。その方たちがみんな相談に来ら

れるわけじゃないんですが、２０７名のうち、センターの相談につながった方は２０名か

ら３０名おられると。総社市の人口は、防府市の半分です。 

 もう一つ言いますと、令和元年度にも教育民生委員会の視察で、大阪府の枚方に行って

おります。枚方は人口４０万ですから、人口でいけば４倍近いわけですが、そこの相談件

数は２，４６６件で、実相談は２４７件と。だから、これぐらいの相談を受けないと、本

当に相談を受けるということにならないんですよね。結局知らなかった、周知が足りない、

あるいは、市民の方が知らないということですから、何らかのそういった拠点施設を造ら

ないと、これは、このひきこもりの支援というのが、家族が例えば隠すというようなこと

もあります。それから、本人がある意味では引きこもっているわけですから、行くという

こともなかなか難しい。それで、東海市ではＬＩＮＥの相談というのを週に１回、時間を
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限ってされているそうですが、ＬＩＮＥの相談ですから、相手の顔が見えないので、その

ときには相談員さんが２人張りついて、一人の相手にこういう返し方でいいのかというこ

とも話しながら。しかし、ＬＩＮＥですから、ＬＩＮＥの相談に時間をかけるわけにもい

かないという形でやっておられるという大変難しい話もお聞きしましたけれども、そうい

った形で市が何らかの関わり方をすべきだというふうに思います。 

 当面、今のこども計画には、７年度から５年間そういった拠点施設造るという話は書い

てありませんけれども、それを理由に５年間やらないという理屈づけにはならないと思い

ますので、この辺はぜひ前向きに考えて、途中で計画というのは修正されることはあり得

るわけですから、お願いしたいと思います。ここまでで何か市長から御意見があれば、お

伺いしたいと思いますが。 

○議長（安村 政治君）  市長。 

○市長（池田  豊君）  先ほどの御答弁で申し上げましたけれども、ひきこもりという

のは大変な問題で、また、なかなか対処のしようが難しいようなところでございます。対

象者がよく分からないとかいう面がありますけれども、先ほども答弁申し上げましたよう

に、今回、保健所が一緒の建物というか、来ますんで、改めまして県のほうのひきこもり

地域支援センターとも連携しながら、防府市らしい取組をいかにしたらいいかということ

を検討していきたいと考えております。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  分かりました。ぜひそういう形でよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 それで、もう一つほどぜひこの点を、担当部のほうにぜひ考えていただきたいというこ

とで、一つ質問をいたしますが、１月に調査に伺った東海市、ここは、市民からひきこも

りの相談を受ける中で、ひきこもり相談を受けるという法的・制度的根拠は存在しないけ

れども、取組が必要な社会問題だと、こういうふうに捉えて取り組まれたわけです。市や

社会福祉協議会には、相談に応じるスキルだとか、支援のための社会資源がないため、こ

れは隣接する名古屋市のひきこもり支援の実績があるＮＰＯから相談員の派遣を受けて、

先ほど申し上げたほっとプラザを開設して、相談支援と居場所支援を常設化して、家族会

の開催などを始められたと、こういうことでございます。それで、防府市にもやっぱりそ

ういった意味のスキルだとか、社会的資源というのが、ゼロとは申しませんけれども、そ

んなに十分ではないんではないかと思います。事業を進める際には、こうした専門性のあ

る組織だとか、援助を受けることが大事になると思います。そういったノウハウだとか、

実績のある方ですね。県内では、山口大学医学部の教授がかなりもう全国的に有名になっ
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ておって、昨年ありました厚生労働省の市町村職員を対象とするセミナーで、ひきこもり

支援の基調講演などされております。そして、その方が宇部市、山陽小野田市、山口市、

そして、周南市などにもいろいろと協力をされておるようです。防府市もこのような専門

性のある方の援助を仰ぐべきだと思いますが、この点いかがでしょうか。 

○議長（安村 政治君）  福祉部長。 

○福祉部長（藤井 一郎君）  お答えいたします。 

 本市では、県のひきこもり地域支援センターをはじめとした関係機関と連携を取り、専

門的なノウハウの共有や情報交換を行いながら、効果的な支援を行えるよう取り組んでい

るところでございます。ひきこもり支援に関する専門的な知識や豊富な経験をお持ちの方

や、ＮＰＯ法人等の知見につきましても、今後の本市の支援体制の充実を図る上で大変重

要であると認識しております。そのため、必要に応じて、そういった知見をお持ちの方々

から御助言をいただくなど、より効果的な支援の在り方を検討してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  先ほど申し上げた山口大学の先生は、昨年の私の一般質問の前

に、市の社会福祉協議会がする講演会でも話されましたが、若干防府市と細かなところで

齟齬があるようでした。ぜひその辺のところは、克服していただきたいと思います。 

 それで、最後に、このことをちょっと要望しておきたいと思うんですが、厚生労働省が

１０年、１５年ぶりに新たなひきこもり支援の指針を自治体に周知ということで、各都道

府県市町村ひきこもり支援担当部長殿という形で、１月の３１日、厚生労働省社会・援護

局地域福祉課長の名前で文書が出されております。ひきこもり支援ハンドブック～寄り添

うための羅針盤～というような形で、１４０ページぐらいあるものですが、その半分が事

例の紹介で、こういう形でというふうに出ています。それで、その中で一つ、私は見なく

ちゃいけないと思うところは、１５年前に、２０１０年（平成２２年）に新ガイドライン

という形で、その前に旧ガイドラインもあったんですが、ひきこもりの評価・支援に関す

るガイドラインという新ガイドラインがつくられました。ところが、新ガイドラインとは

異なる考え方と支援が民間団体やＮＰＯ法人で取り組まれて、社会的評価や一定の成果を

得るという状況にありましたと。いわゆる８０５０問題と言われる高齢者の親と高齢化し

た子どものひきこもり支援の必要性が、介護保険分野や高齢者福祉分野から発信と問題提

起が行われるようになりましたと。新ガイドラインに示されている定義や支援の在り方を

超えて、ひきこもり支援は多様性を帯びるようになったと。こういうことがはじめにで書

いてあるんですが、そういう形で、今年になって前からの研究でこういうものが出された
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みたいですが、それで、１月の３１日にこの新たな指針というべきひきこもり支援ハンド

ブックというものが国から示されているわけです。その中では、これまでが医療モデルで

あったと。これを社会モデルに変えていくことが必要だと。医療モデルというのは、ひき

こもりということが個人、当事者だけの問題で、それを精神面だとか、いろんな形で克服

していくということですが、そうではなくて、その人とその人を取り巻く環境、社会との

関係性上に問題があって、環境、社会の調整によってその問題を改善するという考え方や

方法だと。こういうふうに厚生労働省はひきこもりの考え方を変えていったというふうに

書いてあります。 

 そうなってまいりますと、要するに、居場所づくりということが非常に大きな課題にな

るんだと私は思います。周りとの関係性ということですから、その個人を何か治療すると

いうことだけで済まない、そういう形になってきているわけです。そういったことをぜひ

考えて、ぜひともやっぱり居場所づくりをするべきだということを意見と申し上げますの

で、その辺じっくりと、新しい国のハンドブック、まだ１月の終わりに出たばっかりです

ので、私も拾い読みしかしておりませんので。ですが、ぜひ取り組んでいただきたいとい

うことを要望して、この項の質問を終わりたいと思います。 

 それで、質問の２つ目、第２は、市の公共施設のユニバーサルデザインについてであり

ます。 

 ユニバーサルデザインとは、山口県のホームページでは、高齢者や障害のある人などを

含む誰もが始めから利用しやすいように、施設、もの、サービスなどに配慮を行うという

考え方で、全ての人のためのデザインとも言われますと記載されております。 

 この考えに基づいて、山口県福祉のまちづくり条例が施行され、条例の施行について必

要な事項は、山口県福祉のまちづくり条例施行規則に定められています。この条例におい

ては、構造等基準、公共的施設の新築等の際の努力義務、特定公共的施設の新築等の際の

適合義務を定めています。県では、事業者、設計者などに条例を理解してもらうため、山

口県福祉のまちづくり条例設計マニュアルを作成されて、ホームページで公表をされてお

ります。この設計マニュアルにおいては、構造等基準、設計標準、望ましい配慮の３段階

で、建築物等のバリアフリーについて定めております。 

 構造等基準は、高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児、障害者等が公共的施設を円滑に利用

できるようにするために必要な構造及び設備の整備に関する基準であって、条例施行規則

で定められており、市の公共施設はこれに適合しなければなりません。 

 次の段階の設計標準についてですが、構造等基準だけでは高齢者、障害者、妊産婦、乳

幼児を連れた人、けがをしている人などへの配慮としては、決して十分であるといえない
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ため、さらにユニバーサルデザインの観点から、標準的に整備すべきと考えられる整備水

準について、これを設計標準として整理したものであります。 

 望ましい配慮は、構造等基準や設計標準を超える、より望ましい整備標準や、利用者等

からのヒアリングにより得られた知見、意見を整理したものであります。こうした形で、

３段階の基準が示されています。 

 そこで、１つ目の質問ですが、市の公共施設においてバリアフリーとするため、どの段

階までの整備を考えられているのか。この構造等基準は適合しなければならない義務的な

ものですが、その次の設計標準あるいは望ましい配慮、こういったことについてどういう

ふうに考えているのか。これは施設の種類によっても異なるということがあるんだろうと

思うんですが、こういった点についても執行部の御見解をお伺いしたいと思います。 

 ２つ目の質問は、各論的な話になりますが、公民館の手すりに関するものであります。

設計マニュアルの手すりの箇所を見ると、設計標準として廊下等には手すりを設けますと、

こういうふうに記載されております。ところが、近年に建設された公民館には、廊下に手

すりがありません。ある高齢の市民の方から、新しくできた公民館の廊下に手すりがなく、

歩くのに不自由で、手すりを設置してほしいとの声をいただきました。設計マニュアルの

趣旨にのっとれば、高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児を連れた人、けがをしている人など

への配慮として、公民館は手すりを設置すべきではないかと考えますが、執行部の御見解

をお伺いしたいと思います。 

○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  田中議員の市の公共施設のユニバーサルデザイン

について、２点の御質問にお答えします。 

 １点目の市の公共施設をバリアフリーとするため、どの段階までの整備を考えているの

かについてです。 

 公共施設の整備に当たりましては、高齢者や障害者をはじめ、全ての人が施設を円滑に

御利用いただけるよう、山口県福祉のまちづくり条例に基づき、基本的な整備水準として

構造等基準への適合が求められるとともに、より円滑に利用できるようユニバーサルデザ

インの観点から整理された設計標準や、さらに一歩進めた望ましい配慮の各整備水準が県

により示されています。 

 市では、基本的な水準として、この構造等基準を満たすよう設計するとともに、各施設

の必要性に応じて設計標準の水準に該当する、車椅子同士がすれ違えるよう廊下の幅を１．

８メートル以上とする構造の採用や、望ましい配慮の水準に該当する、スロープの手すり

の二段階化なども取り入れ、バリアフリーに努めているところでございます。 
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 また、施設により異なるのかとの御質問でございますが、どのような方が御利用される

かにより、必要とされる構造設備等の水準も異なります。今後、建設を予定しております

公民館や障害者福祉施設等で、構造等基準を満足した上で、それぞれの利用者に対応した

設備を検討してまいります。 

 次に、２点目の公民館の廊下への手すりの設置についてです。 

 公民館の整備につきましても、スロープや階段、トイレ等に手すりをつけ、構造等基準

を満たすとともに、近年建設した小野公民館では、地域の住民との協議を行う中で、車椅

子同士がすれ違えるよう廊下の幅を広くするなど、バリアフリーに十分配慮し、整備を行

ってきたところでございます。現在建設している牟礼公民館や、今後建設する公共施設に

つきましても、手すりに限らず、必要な施設を必要な箇所に設置し、地域の方が一番御利

用しやすいよう整備することとしております。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  構造等基準にプラスして、望ましい配慮あるいは設計標準をし

ているものもあるということですが、それは何かある程度その場その場の対応ではなくて、

内部的に一定のそういったものをつくっておるのか、この辺についてはいかがですか。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  こういうものを造るときには、地域の方々の御意

見を聞いて造っているわけですけども、主に地域の住民の方からの要望の中でそのような

ものを取り入れて建設のほうを進めております。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  例えば、向島公民館は、どちらかというと、旧来の部屋の配置

のような形の公民館であったんですが、小野公民館はかなり開き戸が大きく造ってあって、

そのほうが使いやすいという形のことなのかとも思うんですけれども、そういう形で、向

島公民館であれば手すりをつけられるところがあるけれども、小野公民館はちょっと手す

りをつけにくいというような、現地を見て、そういう感じも受けたんですけれども、例え

ば、障害者の関係の施設、それから、公民館のような施設には、例えば、さっき言った車

椅子の関係で、車椅子がすれ違えるだけのものを確保するだとか、そういった一定のもの

を内部的につくっておかないといけないような気がするんですが、今、県が示しておる条

例に基づくマニュアルは、これは民間が設置する公共的な建物についても、それをやるよ

うな形になっています。それは、ただ、市が造るものについては、もうちょっとそれより
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も厳しくというのか、市民のことを考えてすべきだと思うんですが、そういった施設の種

別ごとにある程度のものをガイドラインのような形でつくっておくべきだと思うんですが、

その辺はどうですか。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  今、ガイドラインのようなものをつくっておけば

という話ですけども、実際につくるほうとすれば、より使われる方の意見をたくさん取り

入れるべきものは取り入れて造りたいというふうに考えておりますので、そういうものの

マニュアル化まではちょっと不要かなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  今の構造等基準にプラスして、最低限これぐらいはというもの

を、例えば、小野で議論があったことをある程度一つのものにするだとか、それをよその

公民館でも、よその公民館ではその要望がなかったから、それをしないということにはな

らないと思うんですよね。だから、そういう意味のものを内部的に私はつくるべきだとい

うことを、意見として申し上げておきます。 

 それで、具体的な話ですけれども、やっぱり公民館は、今、障害者の施設を牟礼のほう

で造るような基本計画がありますが、そういったところなどは、例えば、手すりが必要に

なるだとか、あるいは、公民館も階段とかスロープ以外にも廊下にもそういうものをつけ

るということが必要だと思うんですが、この辺についてはそういうふうになっていくんで

すか。それとも、今あるものは別にして、今後建設する予定の、今、牟礼だとか、そうい

うところはそういうふうな設計になっておるんでしょうか。 

○議長（安村 政治君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（石光  徹君）  設計の詳細まではちょっと記憶していないのであ

れなんですけれども、その施設に必要な設備については、つけていきたいという考え方で

行いたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ７番、田中健次議員。 

○７番（田中 健次君）  市民の方からそういったような声も出されておるわけですから、

ぜひその辺を検討いただきたいと思います。 

 例えば、新潟県の上越市ですが、公共建築物ユニバーサルデザイン指針ということで、

上越市は中核市ですから、市独自でつくられたと思うんですが、令和４年４月改正のこの

指針では、基本事項と推奨事項という形でハード面の分類をされております。基本事項は、
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整備がなされていないと施設利用が困難である、必ず守る事項というふうに書いてありま

す。それで、全体共通ということで、手すりについては通路・廊下に連続的に設置すると。

上越市はこういう形で、通路や廊下には連続的に手すりを設置するんだというふうにして

おります。これは一例なんですけれども、それで、これは推奨事項という形ですけれども、

手すりが二段の場合にはどうする、基本的な事項として、例えばこういうふうにしていま

す。こういった市もあるわけですので、今後の公民館等の建設に当たっては、こういった

手すりのほかに、ドアの開け閉めのところに片手で支えるような、そういったものがある

といいだとか、そんなことも言われておりますので、そういったことまでひっくるめて、

ぜひ改めて洗い出して検討いただきたいということをお願いして、私の質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安村 政治君）  以上で、７番、田中健次議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（安村 政治君）  次は、４番、原田議員。 

        〔４番 原田 典子君 登壇〕 

○４番（原田 典子君）  「日本共産党」の原田典子です。防府市民の命と暮らしを守る

立場から、通告に従いまして、大きく４つ質問させていただきます。誠意ある御回答をよ

ろしくお願いいたします。 

 初めは、福祉についてであります。 

 地域包括支援センターの業務について現状を把握し、配置基準の見直しや処遇改善への

市のお考えを伺いたいと思い、質問いたします。 

 地域包括支援センターは、在宅での高齢者の生活には欠かせない役割を担っています。

昨年１２月議会で、高齢者の方への介護相談について私が質問をいたしました。介護相談

があった場合に、相談者への対応はどのようにされているのかと質問したところ、市の答

弁では、市役所を含めた５か所の地域包括支援センターが対応しており、年間１万件以上

もの相談を受けているとの回答がありました。私は、その１万件以上という数字に驚きま

した。 

 そこで、このたび、全ての地域包括支援センターに、現状についての聞き取り調査を行

いました。その声としては、人数が足りない、プラスアルファが欲しい、多岐にわたる業

務をこなしている、忙しすぎて、本来の予防への関わりや要支援のマネジメントが手薄に

なっているなどです。設置より１９年が経過し、高齢化の加速と家族形態の変化により相

談件数は増加をしています。相談内容も様々で、委託を受けたときより圧倒的に業務量が

増えているとのことです。 
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 まず初めにお聞きいたしますが、地域包括支援センターに寄せられる実際の主な相談内

容と、仕事が複雑で深刻になっている現状についての市の認識を伺います。お願いいたし

ます。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  原田議員の福祉についての御質問にお答えいたします。 

 私は、第５次の防府市総合計画におきまして、健やかな暮らしを支える福祉のまちづく

りを重点目標に掲げ、市民の皆様が生涯を通じて健康で生き生きと暮らせるよう、地域福

祉の充実に努めているところでございます。 

 議員御案内のとおり、地域包括支援センターにつきましては、高齢者が住み慣れた地域

で安心して生活が続けられるよう、身近な相談窓口として、市の高齢福祉課にあります防

府市地域包括支援センターに加え、市内の東西南北の４圏域に各１か所ずつ、計５か所に

設置しております。この地域包括支援センターには、保健師、社会福祉士等の専門職を国

の人員配置基準に基づいて配置しており、生活上の心配事や介護に関する幅広い相談に応

じ、必要な支援を行っているところでございます。また、防府市地域包括支援センターは、

市内４か所の地域包括支援センターの後方支援や地域のネットワークづくりなど、地域包

括ケアシステムの推進に向けて基幹的な役割を担っております。 

 それでは、まず、お尋ねの地域包括支援センターに寄せられる主な相談内容についてで

す。相談内容につきましては、介護についての相談が一番多く、次いで認知症、そして、

介護予防や生活支援サービスについての相談が多い状況にあります。 

 次に、業務が複雑化、深刻化している現状に対する市の認識についてです。本市におき

ましては、要介護リスクが高くなる７５歳以上の後期高齢者人口の増加に伴いまして、今

年度の相談件数は昨年度を既に上回っており、対応する職員の負担は重くなってきており

ます。 

 また、地域のつながりや家族関係が希薄化していることもあり、認知症高齢者の御近所

トラブルや、身寄りがなく生活に困窮している方の相談、高齢者虐待の通告等、相談内容

も複雑化、深刻化しており、より専門的な対応が望まれております。 

 そのため、職員の負担を軽減し、より専門的な相談にも対応できますよう、新年度、令

和７年度から、新たに各地域包括支援センターに認知症地域支援推進員の配置を進め、セ

ンターの機能強化に努めてまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 
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○４番（原田 典子君）  御答弁いただきありがとうございます。相談内容としては、介

護全般、認知症、そして、私も聞き取りを行った中では、高齢者虐待の相談なども増えて

いるとお聞きしています。現状についての認識について、市長から重くなっているとの御

答弁がありました。 

 地域包括支援センターの設立当初の役割は、高齢者の生活支援と介護予防、権利擁護で

した。２０２３年からは地域包括ケアシステムの導入が始まり、より包括的な支援の中心

的役割を担うようになりました。 

 また、防府市独自の取組で、自立支援コーディネーターも１名配置をして、高齢者それ

ぞれに応じた自立支援を目指し、月１回の幸せます地域ケア会議の開催に関わっていると

お聞きしています。設置当時よりも多くの業務に追われている割に、現状として委託料は

以前と変わらずそのままであり、職員の処遇が見合ってない状況なのではないかと懸念し

ています。 

 地域包括支援センターは、自治体に設置義務があります。本来、市がやらなければなら

ない重要な仕事を担っていただいており、求められる業務量が年々増えています。市とし

て独自の事業もあり、委託の職員に負担がかかっている現状を知っておられるとのことで

した。 

 そこで、再質問いたします。配置基準を見直して職員体制を強化する必要があると思い

ますが、いかがでしょうか。また、委託料の見直しをすることや、職員の改善を図ること

も必要だと思いますが、市のお考えをお聞かせください。 

○議長（安村 政治君）  福祉部長。 

○福祉部長（藤井 一郎君）  お答えいたします。 

 本市の地域包括支援センターの職員については、市長が答弁いたしましたとおり、国が

定める基準に基づいて配置しております。また、新年度には、各地域包括支援センターに

認知症地域支援推進員を配置し、体制を強化することとしております。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  今の御答弁ですけれども、地域包括支援センターに認知症地域

支援推進員を配置とのことですが、これも委託のほうから出すということでよろしいでし

ょうか。 

○議長（安村 政治君）  福祉部長。 

○福祉部長（藤井 一郎君）  別立てで御用意をさせていただいております。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 
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○４番（原田 典子君）  御答弁ありがとうございます。令和７年度から始まるであろう

認知症総合事業、認知症地域支援推進員についてが気がかりでした。市が責任を持つとい

うことで、安心いたしました。再度、先ほどの市として独自の取組をしていただけるよう

にも、人員配置の見直しや委託についての見直しもお願いたしたいと思います。介護問題

について多くの課題がありますので、今後も取り組んでまいりたいと思います。 

 １つ目の質問を終わります。 

 次に、学校教育についてです。 

 １、小学校の防災訓練の在り方について。 

 防災訓練の本来の在り方に照らした自衛隊参加の是非について質問いたします。 

 昨年１１月に華城小学校、今年の１月には中関小学校での避難訓練で、警察と消防、そ

して、防府に基地を置く航空自衛隊が参加をしています。当日は、地震を想定した避難訓

練に加えて、防災学習と称して、体育館では消防の救急救命講習、運動場では警察車両、

消防車両、自衛隊車両の展示、児童が車両に乗る体験をしたとのことでした。防災学習の

最後には、自衛隊ヘリによる人命救助の見学もあり、中関小学校では保護者、地域の方だ

けでなく、向島小学校の児童や保育園・幼稚園児も参加をしています。 

 そこで質問いたします。本来の小学校の災害訓練の在り方と、このような災害訓練に至

った経緯を教えてください。また、安全対策にどのように取り組んでいたかお聞きいたし

ます。 

 以上、３点についてお答えお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育長。 

        〔教育長 江山  稔君 登壇〕 

○教育長（江山  稔君）  原田議員の学校教育についての御質問、小学校の防災訓練の

在り方についてお答えします。 

 私は、自然災害が増加している昨今、子どもたちが自らの命を守ることはもとより、周

囲の人や社会の安全に貢献することができる防災対応能力の育成に向けて、防災訓練を実

施することは大変重要であると考えております。 

 防府市内の各小・中学校では、年に複数回、防災訓練を行っております。防災訓練では、

避難の訓練だけでなく、災害や防災についての理解、危険予測、危険回避などについて学

習しております。また、山口県教育委員会では、実施の効果を高めるために、防災の専門

家の活用、体験学習、地域の防災活動との関連づけなどが推奨されています。本市でも昨

年度、小野地区において、地域住民と協力した防災キャンプを行っております。 

 今年度、華城小学校、中関小学校では、地域からの要請により、消防、警察、防災士、
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自衛隊と連携した防災訓練を実施しました。訓練の中では、消防、警察、自衛隊による救

助活動の見学や、救急蘇生法の体験などをしました。 

 訓練後の児童の感想には、地域には自分たちを支えてくれる人がいることが分かった、

人を助けることの大切さを感じたなどがあり、防災の専門家の活用、体験学習、地域の防

災活動との関連づけにより、自分のみならず、周囲の人や社会の安全に進んで協力する意

識の高まりが伺えました。 

 また、消防、警察、自衛隊による救助活動の際、児童はヘリコプターの飛行を校舎内か

ら見学したり、車両は児童から離れたところを走行したりするなど、安全性の確保にも努

められました。 

 教育委員会といたしましては、今後も地域と連携した防災訓練を進めていくことで、子

どもたちが自らの命を守る、そして、周囲の人や社会の安全に貢献する、いわゆる自助・

共助・公助の意識を高めることを目指してまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。原田議員、２番目の質問はいいんです。 

○４番（原田 典子君）  一つずつで、すみません。 

○議長（安村 政治君）  ２番までしてもらいたいんですけども。 

○４番（原田 典子君）  じゃあ、どうしましょうか。２番までを今から言う感じでよろ

しいですか。 

○議長（安村 政治君）  はい。 

○４番（原田 典子君）  すみません。今、御答弁いただきましたけども、じゃあ、ちょ

っと違う種類の問題ではありますが、２番のほうも伝えさせていただきます。申し訳ござ

いません。 

 ２番のほうは、中学校の修学旅行における大阪万博見学についてであります。 

 ここでは、修学旅行の安全対策と大阪万博見学選定の経緯についてを質問いたします。 

 近年、防府市の中学校の修学旅行の行き先として、京都・大阪・奈良と、関西方面を希

望する学校が多くなっています。今年は大阪万博が開かれていることから、その見学を予

定している中学校が４校あるとお聞きしました。 

 大阪万博について調べてみたところ、万博の会場である夢洲は、もともと廃棄物処理最

終処分場でした。昨年の３月に工事現場で、溶接の火花がメタンガスに引火して爆発する

事故が起きております。事故現場はトイレ予定地で、付近には受付ゲートや飲食ブースな

どが予定されており、来場した人が多く立ち寄る場所となっています。また、夢洲のアク

セスルートは橋と海底トンネルしかないため、災害時にはどちらも使用不可となる想定で



－229－ 

す。例えば、万博開催中に南海トラフ巨大地震が発生した場合に、安全確認ができるまで

主要アクセスの橋は通行できず、孤立することとなります。３日間の食料の備蓄があると

は聞きますが、そこに酷暑が加わった場合には、熱中症患者がとてつもない数になるおそ

れもあります。修学旅行の前には、行き先が子どもたちにとって安全であり、見学にふさ

わしいかの見極めをするために、下見を行くことが原則であると伺ってはいましたが、今、

開催されておらず、下見をすることはできません。 

 そこで、このたびの修学旅行における安全対策について、本市がどのようにお考えかを

お聞きいたします。追加でお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育長。 

        〔教育長 江山  稔君 登壇〕 

○教育長（江山  稔君）  原田議員の中学校の修学旅行における大阪万博についてお答

えいたします。 

 私は、日常とは異なる環境の中で集団生活の在り方や公衆道徳を実践的に学ぶことに加

え、訪れる場所の歴史・文化や自然などに触れ、教室では体験できない貴重な学びを得ら

れる場として、修学旅行の教育的意義は大変大きいものであると認識しております。 

 議員御質問の安全対策についてお答えします。 

 公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会は、オンライン説明会を開催し、その中で

出された質問や要望を受け、熱中症や移動時の混乱等、安全対策について情報提供を行っ

ております。 

 教育委員会といたしましては、万博訪問の有無にかかわらず、修学旅行承認書で行き先

を把握し、各種安全対策について注意喚起を図っていきます。また、子どもたちにとって

学びが大きいだけでなく、安全で安心な修学旅行となるよう、引き続き旅行業者との密な

情報共有についても、各校へ指導してまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  御答弁ありがとうございます。１の質問で、３点についてお答

えいただきました。小学校の防災訓練は、自然災害やその他の緊急事態に備えて、児童と

教職員が安全に行動できるようにするための重要な活動とのことです。安全対策について

も、ヘリコプターとの距離はしっかりと保っていたとのことをお聞きしました。しかし、

ヘリコプターが来て訓練をすることは、まれなことだと思います。万が一の事故に備え、

緊急時の対応計画など明確にしておくことが重要となると思います。 

 そこで、再質問させていただきたいのですが、このような災害訓練に至った経緯はどの
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ようなものか教えていただけますでしょうか。 

 再質問をちょっとまとめます。１つ目については、このような災害訓練に至った経緯を

教えていただきたいと思います。 

 それから、２番のことについて申し上げます。安全性については、オンラインなどでも

安全対策について分かるとのことでした。しかし、安全対策は、旅行会社任せにはしない

でいただきたいと思います。この大阪万博については、様々な問題が上がっています。昨

年は、大阪府知事が２０億円の税金で子どもを万博に動員する、無料招待したことで、学

校現場や父母からの不安、疑問の声が上がり、多くの自治体が学校単位では行かないこと

を決定しています。安全面での確保ができないことも、理由の一つであると思います。 

 そこで、こちらの再質問をいたします。県から万博を見学を推奨するような通知があっ

たのでしょうか。市教委として万博を選定先とするかの議論も行われたのでしょうか。お

答えいただきたいと思います。お願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  教育長。 

○教育長（江山  稔君）  ３つほど質問されたと思います。お答えいたします。 

 まず、どのような経緯で一緒に訓練をするようになったかというのは、先ほど答弁いた

しましたが、地域からの要請により、消防、警察、防災士、自衛隊と連携した訓練をした

いということで、地域と共にやることですので、こちらとしてはいいことだと思っており

ます。自衛隊もありますし、警察も消防も来て、それぞれの役割を果たした中で、子ども

たちに動きを見せて、先ほど申したように子どもたちの学習効果が非常に高いものがあり

ましたので、そういった経緯で行っております。また、終わった後に、学校だより等でも、

地域にもそれを学校のほうは実際伝えることをしております。 

 また、大阪万博ですが、県から推奨する通知があったのかということですが、県からは、

修学旅行等における万博の活用について情報提供はございましたが、推奨するような通知

文は受けておりません。行き先については、もう学校のほうが保護者等と一緒に、一緒に

というか、相談をしながら決めるものですので、それで決定したものでございます。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  御答弁ありがとうございます。小学校の災害訓練に自衛隊が参

加することについては、よいことだという御答弁をお聞きしました。しかし、小学校の防

災訓練に自衛隊が参加する事例については、賛否が分かれると思います。参加がよくない

とされる理由としては、教育的影響の面で、自衛隊の参加により、子どもたちが軍事的な

存在や武力行使のイメージを持ちやすくなる可能性もあります。平和教育の観点から、軍
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事的な影響が与えられることは望ましくないとされるとは考えられませんでしょうか。こ

のようなことから、小学校の防災訓練に自衛隊が参加することには慎重な考慮が必要だと

思います。お伝えしておきます。 

 もう一件の修学旅行について、県からの推奨するような通知はなかったとのお話でした。

選定先もアンケートで行ったとのことでした。修学旅行では、危険な状況に陥ることもあ

り得ます。しかし、その確率をできるだけゼロにするよう努力するのも、教員の役割だと

思います。安全面でのことは軽視しないでいただきたいと思います。 

 修学旅行は、生徒たちにとってかけがえのない貴重な思い出となる有意義な教育活動で

あるため、教育的意義や児童・生徒の心情等を考慮するとしています。しかし、教員にと

っては気の休まるときがない課外授業となります。安全第一で計画をしているということ

であれば、行き先の変更なども視野に入れていただけたらと思います。各学校や学校設置

者において判断していただくものかもしれませんが、どうか安全を第一に考えていただけ

ますよう、重ねて要望いたします。 

 教育についての質問を終わります。 

 続けます。帯状疱疹ワクチンについてです。 

 近年、任意接種での帯状疱疹ワクチンの接種費用の助成を行う自治体が増えており、喜

ばれていることから、この質問を取り上げました。令和５年には防府市議会でも、ある議

員がこの質問を行い、そのときの市の答弁では、国の動向を注視するとのことでした。 

 加齢やストレスなどで免疫力が低下した際に、皮膚や神経に炎症を起こす帯状疱疹は、

幼少期にかかった水ぼうそうウイルスが再活性化し、５０歳以降に激しい痛みを伴って発

症することが多いとされています。５０歳代からの発症率が高くなり、８０歳までに３人

に１人が発症し、その中で約２割の方が、痛みが３か月以上続く帯状疱疹後神経痛になる

とも言われています。帯状疱疹の発症及び重篤化を予防するためには、帯状疱疹ワクチン

の接種が必要となっています。次年度より国における予防接種法に基づき、６５歳以上の

方の帯状疱疹ワクチンの定期接種が開始となり、防府市でも７割を公費負担するとのこと

で、本人は３割ということになります。 

 そこで、お伺いします。対象者や公費負担の回数、開始時期、接種場所の制限、例えば、

市外の医療機関でも可能かなど、具体的なところをお伺いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。保健こども部長。 

○保健こども部長（石丸 典子君）  原田議員の帯状疱疹ワクチンについての御質問にお

答えいたします。 

 帯状疱疹は、水痘と同じウイルスが再活性化することにより、神経に沿って痛みを伴う
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水疱が現れる皮膚の病気です。合併症の一つに、皮膚の症状が治った後にも痛みが残るこ

とがあり、日常生活に支障を来すこともあります。 

 帯状疱疹ワクチンにつきましては、定期接種化を早期に実現していただくよう、これま

でも山口県市長会を通じて国や県へ要望をしておりましたところ、議員御案内のとおり、

本年４月１日から帯状疱疹ワクチンの予防接種が、法に基づく定期接種の対象となりまし

た。 

 本市におきましても、４月１日より接種を開始いたします。対象者は、その年度に

６５歳になる人及び、６０歳以上６５歳未満の人で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機

能の障害を有する人となっております。また、令和７年度から１１年度までの５年間の経

過措置として、その年度内に７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、

１００歳の方も対象となっており、１００歳以上の方につきましては、７年度に限り全員

対象となります。この経過措置により、１１年度には６５歳以上の全ての方が接種の対象

となります。 

 なお、本年４月１日以前に任意接種をされた方は、原則対象外となっております。 

 ワクチンは、生ワクチンと組換えワクチンの２種類があり、接種方法や回数、自己負担

額などが異なります。生ワクチンは、皮下に１回の接種で２，６６０円、組換えワクチン

は、筋肉内に２回接種することとなっており、１回６，６２０円を予定しております。ま

た、県内の医療機関で接種ができ、市内では現在４５か所の医療機関を予定しております。 

 なお、事前に市保健センターで手続をすることにより、県外の医療機関での接種も可能

となります。 

 市民の皆様に帯状疱疹ワクチンを正しく理解し、安心して接種していただけるよう、接

種方法やワクチンの効果、副反応などの情報について対象者へ個別に案内するとともに、

市広報やホームページなどで広く周知してまいります。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  御答弁ありがとうございます。ちょっと聞き漏らしてしまった

んですけども、公費負担の回数は１回、２回というのはお答えになっていただいたでしょ

うか。すみません。 

○議長（安村 政治君）  保健こども部長。 

○保健こども部長（石丸 典子君）  ワクチンが２種類ございまして、生ワクチンの場合

は１回の接種なので、その１回につき２，６６０円。これは自己負担ですけれども、なの

で、あと７割は市のほうで負担します。組換えワクチンのほうは２回接種することになっ
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ており、１回自己負担が６，６２０円で、２回接種なので、２回分を補助することになり

ます。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  ありがとうございます。よく分かりました。接種場所の制限と

しても、県外でも可能ということでよろしいということをお聞きしましたが、よかったで

すか。 

○議長（安村 政治君）  保健こども部長。 

○保健こども部長（石丸 典子君）  お答えいたします。 

 県外で接種御希望の方は、事前に市の保健センターでの手続をしていただくということ

になります。 

 以上です。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  何度もありがとうございます。帯状疱疹は５０歳以上の方に多

く発症するため、帯状疱疹ワクチンの任意接種の対象とされていました。そのデータとし

て、２００９年から２０１５年までに宮崎県内の医療機関を受診した帯状疱疹患者３万４，

８７７人を対象とした宮崎スタディと呼ばれる大規模疫学調査があります。そのデータに

よりますと、発症率は５０代から増加し、７０代でピークになるということです。 

 また、若い年代にも珍しくない病気です。一つの例として、カナダのジャスティン・

ビーバーという方がいますけれども、ジャスティン・ビーバーさんは現在３１歳ですが、

２０２２年に帯状疱疹を患ったことを公表しました。彼のケースでは、帯状疱疹によって

顔面神経に影響が及び、ラムゼイハント症候群と呼ばれる状態が併発したことが報告され

ました。これは、顔の筋肉を制御する神経に影響を与えるもので、運動機能に障害をもた

らし、見た目にも明らかな変化を引き起こします。彼はこの病気によって日常生活や仕事

に影響を受け、ツアーやパフォーマンスを一時的に中止するといった決断を余儀なくされ

たものです。この例は、若い人にも帯状疱疹の可能性があることを、広く認識させるきっ

かけとなりました。彼は回復をしておりますので、安心してください。 

 帯状疱疹は、通常、痛み、かゆみ、発疹を伴い、治療には抗ウイルス薬や痛みの管理が

含まれることが一般的です。早期発見、早期治療が望まれます。また、予防接種と免疫機

能の強化が予防に役立つとされています。全国でも数年前より予防強化のため、５０歳以

上を対象として助成を開始した自治体が増えているところです。特に２０２４年より開始

した自治体が多く、隣の山口市や美祢市、和木町、上関町などでは５０歳以上からの自治

体での助成が開始されています。 
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 そこで、再質問します。防府市においても５０歳以上の方を対象として、市として助成

をするべきと考えますが、いかがでしょうか。お答えをお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  保健こども部長。 

○保健こども部長（石丸 典子君）  お答えいたします。 

 帯状疱疹ワクチンの定期接種における対象者の年齢につきましては、これまでも国にお

いてしっかり議論が重ねられ、ワクチンの有効性の持続期間等を考慮し、罹患患者がピー

クを迎える７０歳頃に十分なワクチン効果が発揮できるようということで、６５歳に設定

されております。本市といたしましても、この国の考え方に準じて実施してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  ありがとうございます。このたびは、国の施策で６５歳以上の

方の帯状疱疹ワクチンの定期接種が開始されるわけで、公費負担７割、本人負担は３割と

いうことで、肺炎球菌ワクチンと同様に接種率は上がると思います。もちろん安心なわけ

ですが、本来任意接種で有効とされていた５０歳以上の方を対象として、できるだけ早い

時期に市独自の助成も検討していただけますことを要望し、この質問を終わります。 

 最後の質問です。新庁舎についてであります。 

 市庁舎をより利用しやすい場所にという市民の声を届けたく、この質問をいたします。

このたびは、ハード面のみ焦点を合わせて行います。 

 新しい市庁舎が完成し、大変喜ばれている市民の声、また、職員の声をお聞きしていま

す。明るくなった、広くて開放感がある、階段は昇降しやすく、健康にもいいから、少し

の移動はエレベーターでなく階段を使う、市政情報のコーナーや市議会の資料が閲覧でき

るスペースがあってよい、子どもたちが遊んで待てるキッズスペースが設置され、助かっ

ている、自動販売機があり、８階には飲食できるスペース、空間にも配慮されて、市民が

過ごしやすいなどです。市庁舎には、毎日、職業や年齢、障害を持たれている方など、異

なる様々な方が訪れておられることと思います。今まで以上に職員の方は気を遣っている

様子も伺えます。特に障害のある方に対する、職員が障害についての知識が乏しい場合に

は、適切な配慮が行われず、不便な思いをさせてしまうことにもなります。防府市役所の

障害福祉課などの窓口では、皆様御存じのように、画面上で声を文字に変換できる装置を

昨年より導入し、喜ばれているとお聞きし、実際に見せていただきました。 

 そこで、さらなる窓口対応サービスとして、軟骨伝導イヤホンについてを紹介し、質問

をさせていただきます。このたびの一般質問で、初日に村木議員が同じ質問をされていま

す。同じ視点であることを光栄に思っております。既に御答弁もいただいておりますが、
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もう一押しの意味も込めて述べさせていただきます。 

 この軟骨伝導の発見者である奈良県立医科大学の細井学長は、軟骨伝導イヤホンの普及

は、高齢化に伴って今後増えていく難聴者の福祉に寄与するものであり、今後期待したい

のは、軟骨伝導の恩恵が難聴者だけでなく全ての人に届くことだというふうに言われてお

ります。 

 また、耳穴の周囲にある軟骨の振動によって外耳道の内部に音源が生まれるという軟骨

伝導の原理を応用した軟骨伝導ヘッドホンというものが２０２２年に販売をされ、

２０２３年には集音器とセットになった窓口用イヤホンも開発されました。私の知人が使

っており、お借りして使用してみましたが、通常の軌道イヤホンのように耳を塞ぐことが

ないので、周囲の声も聞こえ、軟骨伝導イヤホンでは気になるであろう側頭部への圧迫感

や音漏れもないと感じました。また、清潔面でも消毒などがしやすいとお聞きしています。

難聴の方が安心して窓口を利用できる環境づくり、大声で話すことで個人情報が周囲に聞

かれるリスクを減らすことができ、プライバシー保護にもつながります。円滑なコミュニ

ケーションの一助となり得る軟骨伝導イヤホンまたはヘッドホンを、耳の聞こえづらい方

が利用される窓口への設置を要望します。同じ質問ではありますが、お答えをお願いいた

します。 

○議長（安村 政治君）  ただいまの質問に対する答弁を求めます。総務部長。 

○総務部長（白井 智浩君）  原田議員の新庁舎についての御質問にお答えいたします。 

 新庁舎は、全館をバリアフリー化するとともに、年齢、性別、国籍等にかかわらず、誰

もが利用しやすい庁舎として整備しています。そして、窓口サービスについては、市民の

皆様が利用される機会が多い窓口を１階から３階に集約するとともに、番号案内システム

の導入や、最新の窓口システムを使用した書かない窓口の実現より、来庁者の御負担の軽

減も図っています。窓口カウンターにはプライバシーに配慮したパーティションを設置す

るとともに、外国人や難聴者の方等とのコミュニケーションを円滑に行うため、音声表示

システムも導入しています。 

 議員からは軟骨伝導イヤホンの特徴などにつきまして詳しくお話をいただきましたが、

新庁舎に来庁された皆様などから様々な御意見をいただいている中、利便性の向上に向け、

既に市長から、必要な新庁舎の改善や設備の設置等の準備を進めているところでございま

す。 
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 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  御答弁ありがとうございます。やはり初日と同じ答弁でありま

した。軟骨伝導イヤホンぜひ取り入れて、使用された方の声を聞いてみたいと思います。

ありがとうございます。 

 様々な要望にももう既に対応されているとのことでしたので、あえてここで言うことは

ないのかなと思います。 

 一つだけ急がれるなと思うことがありまして、それは、緊急時の避難経路の表示であり

ます。避難の際の経路についての表示が各階のエレベーター横にありますが、小さいため

気づかれにくいのではないかと思います。もっと目に留まるところに大きく設置をし、迷

うことなく避難ができるような工夫が必要だと考えています。 

 経済学者である中原圭介氏は、市役所は市内最大のサービス産業であると言っています。

行政サービスの重要性や質の向上について強調をしています。 

 最後になりますが、新市役所をより利用しやすい場所にという市民の声を、市長はどの

ように受け止められるでしょうか。市長の御答弁をお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  市長。 

○市長（池田  豊君）  この庁舎は、安全・安心の拠点ということになって、防災に強

い免震性を持った庁舎になっております。私、これまでの議会で申し上げていますけれど

も、市民の皆様が行きたくなる市役所ということで、今、整備を進めて、土曜、日曜も来

ていますけれども、８階に多くの皆さんが来られるということで、大変うれしく思ってお

りますし、この３月からは、特に８階のほうは平日にはおおむね８時まで上がれるように

なっております。市民の皆様が行きたくなる市役所ということで、それはまた市民サービ

スの向上にも当然つながるわけでございますけど、そうした市役所にしていきたいと思い

ますので、議員の皆様方のまたお力添え賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（安村 政治君）  ４番、原田議員。 

○４番（原田 典子君）  御答弁ありがとうございます。市長の思いを聞くことができま

した。このたびは、この質問をするに当たり、開庁から時期が早過ぎるかと思い悩みまし

たが、市民の声をより早く届けることと、自由に発言できる市議会であるべきとの考えか
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ら、発言するに至りました。今日はたくさん混乱をしてしまいました。すみませんでした。

今後も市民のどんな小さな声も届けてまいりたいと考えております。 

 以上をもちまして、全ての質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（安村 政治君）  以上で、４番、原田議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（安村 政治君）  次は、１番、藤村議員。 

        〔１番 藤村こずえ君 登壇〕 

○１番（藤村こずえ君）  会派「自由民主党」の藤村こずえです。今議会最後の質問にな

りますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 質問は、スポーツのまち防府について、中でも合宿誘致についてお伺いをいたします。 

 防府の冬の風物詩とも言える防府読売マラソンは、昨年１２月１日、５５回を数え、男

子はＧⅠ、女子はＧⅢの大会として、国内トップレベルの選手が出場して開催されました。

市を挙げて盛大な大会となったことは、市民として誇らしく、また、大会に携わられまし

た全ての方々に、改めて敬意を表したいと思います。 

 こうして歴史あるマラソン大会が開催される防府の地は、冬の陸上シーズンを前に、秋

から春にかけて多くの実業団チームが来訪し、合宿を行っております。このスポーツ合宿

は、単なる市内での経済効果のみならず、地域の競技者にとっても刺激となり、競技力の

向上によるスポーツ振興はもとより、スポーツを通じた交流人口や関係人口の拡大、地域

の活性化といった地域振興にも大きく寄与します。このようなスポーツの力によるまちづ

くりの取組は、全国各地で行われておりますが、本市においてもこのことをさらに推し進

めるため、スポーツと観光を文化スポーツ観光交流部に組織改編したことは、スポーツを

一つの産業と捉え、スポーツ大会の開催、キャンプや合宿の誘致など、観光と組み合わせ

ることによって継続的な誘客につなげていくことで、地域にとってより大きな効果を期待

されてのことであると認識をしております。 

 今議会、曽我議員の質問の答弁の中で、宇部空港で競輪場と観光施設のＰＲとありまし

たが、ビッグレースを追いかける競輪ファンは多く、ビッグレースとなると、全国の新聞

社や予想紙の記者さん、また、テレビ中継などに携わる制作関係者、県外の施工者等々、

飛行機を利用して来訪される方は多く、そして、仕事や競輪のついでに、その地元の観光

や食を楽しんでおられます。旅打ちファンも多いので、空港でのＰＲというのは、いいア

イデアだと思います。同様に、マラソンのついでに観光される方も多いので、ランナーの

皆さんに観光チケットやランナー名刺は、防府という名前を知っていただく面白いお土産

だと私は思っております。 
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 余談ですが、上下水道局が配布しているマンホールカード、これは、その自治体独自の

デザインがされていて、全国にこれを集めているコレクターも一定数いらっしゃって、た

だ、手渡しなので、その自治体に行って集めなくてはいけないんです。これは、本市では

アスピラートで配布しているんですが、お渡しするときにアンケートを取っているんです

ね。この防府読売マラソンの時期、マラソンで訪れましたという理由が多いそうです。こ

のことからも、マラソンついでに市内巡りという方もいらっしゃるわけです。そのように

文化・スポーツ・観光のコンテンツを一時の単なるイベントにするのではなく、それによ

ってつながる交流は、市のイメージ、地域住民との心の交流、市民の生きがいづくりとな

り、その効果は金額や数値で表せないとしても、防府ファンを全国につくるはずであると、

文化スポーツ観光交流部に大いに期待をしているところです。 

 私は、この合宿誘致について、これまでも何度か一般質問で取り上げました。その質問

がきっかけで、２０２０東京オリンピックでのセルビア女子バレーボールチームを誘致し

たホストタウン事業は、その一時のスポーツ交流だけにとどまらず、今も続く小・中学校

でのセルビア給食や、セルビア杯バレーボール大会、ニコラ・テスラ賞と銘打った科学作

品展の開催や、民間の国際交流など、当時のレガシーを引き継ぐ事業として様々な取組に

広がっています。 

 以前、私が言った一般質問、実業団陸上部の合宿誘致についてを少し申し上げますと、

かつてカネボウ陸上部の本拠地であった本市は、多くの実業団チームが合宿に訪れており、

トップランナー合宿誘致プロジェクトを立ち上げて、マラソンのまち防府を全国にＰＲし、

佐波川沿いのコースを本格的な長距離のコースに仕上げてはいかがかといった内容でした。

そこで私が最も伝えたかったことは、全国各地で、ぜひ我が市へと、あの手この手で合宿

誘致を繰り広げている自治体がある中、本市は陸上競技場やソルトアリーナ等、充実した

運動施設があり、佐波川沿いの道路は日中、交通量が少なく、信号もなく、一本道であり、

ロード練習に適しており、冬でもあまり雪が降らない温暖な気候など、マラソンや駅伝練

習に恵まれたスポーツ環境を有しており、既に多くの実業団陸上チームに合宿地として選

ばれている現状に、ようこそ防府市へというおもてなしの雰囲気のつくり込みが一番大事

なことであり、そのことが合宿誘致につながり、経済的な活性化のみならず、交流人口や

関係人口の拡大、地域の活性化にもつながるのではないかといった趣旨の質問をしたとこ

ろです。そして、この質問をきっかけに、スポーツ協会をはじめとする関係団体、市内の

宿泊施設の御協力や市民の御理解もいただきながら、様々な取組を続けられて、こうして

今現在も多くの実業団チームが合宿に訪れてくださっております。その間、目に見えない

御苦労もあろうかと想像しておりますが、関係各位の御尽力により、チームの皆様といい
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関係を築かれているからこそ、今も多くのチームが訪れてくださっていることに、改めて

心から敬意を表します。本当にありがとうございます。 

 このたび、新年度予算に合宿誘致の予算が計上されております。現状に甘んじることな

く、さらなる発展を目指すべきと考えます。 

 そこで、合宿誘致について、今後どのように進めていかれるのか、御所見をお伺いいた

します。 

○議長（安村 政治君）  １番、藤村議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  藤村議員のスポーツのまち防府についての御質問にお答えいた

します。 

 本市は、音楽もスポーツも大変盛んなまちです。スポーツでは、多くの競技で輝かしい

歴史を刻んできました。特に子どもたちは、昔も今も輝き続けています。今年度も国府中

学校の全国中学校駅伝出場、高川学園高校バレー部の国民スポーツ大会での準優勝など、

多くの子どもたちが全国の舞台で活躍しました。こうした中、中学校の部活動地域移行に

当たっては、さらに子どもたちが輝けるよう、しっかりと応援をしてまいります。 

 スポーツのまちとして市民の皆様と共に歩んできた道のりは、昨年、スポーツ協会設立

１００周年、防府商業高校の甲子園準優勝から５０年という節目の年を迎えました。

１００周年記念として、川内優輝選手の特別講演会やバレーボールのトップリーグの試合

を開催しました。私は、本市が培ってきたスポーツ１００年の歴史を、次の１００年へと

つなげていくことが、スポーツのまち防府の未来をつくる鍵であると考えています。 

 さて、議員お尋ねのスポーツ合宿の今後の取組についてでございます。本市では、ス

ポーツ協会を中心に、観光コンベンション協会や関係団体が一体となり、駅伝を中心にス

ポーツ合宿の誘致に取り組んでおります。市内には、県下有数のスポーツゾーンを有して

いるほか、サイクリングターミナルをはじめ、アスリートファーストの宿泊施設があり、

練習環境と滞在環境の両面で充実した受入れ体制がございます。また、かつてカネボウ陸

上競技部があり、伊藤国光、高岡寿成といった名選手がトレーニングの舞台としてきた佐

波川沿いのコースは、全国でも高く評価されています。 

 こうした中、特に駅伝・マラソンについては、ニューイヤー駅伝の常連である花王、中

国電力、クイーンズ駅伝に出場している東京メトロ、岩谷産業など、日本有数の陸上チー

ムが防府の地で研さんを積み、今では一年を通じて１０を超える実業団が本市で合宿をさ

れております。これに満足することなく、さらに多くのチームに合宿に訪れていただける

よう、選手の皆さんを応援する防府合宿誘致事業を構築し、さらに取り組んでいくことと
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いたしました。 

 合宿チームが快適に滞在し、よりよい成果を出していくためには、心のこもったおもて

なしが重要です。練習コースの交通安全対策や、高川学園のボランティアに御尽力いただ

いております路面環境の整備に加え、アスリートに配慮した食のサポートなど、関係機関、

宿泊施設等と連携して、きめ細かな心遣いの下、町全体が応援団となって合宿をサポート

する体制を整えてまいります。 

 本市は、ＧⅠ・ＧⅢのマラソンレースを開催し、５５年の歴史を持つ防府読売マラソン

大会によって、本市はマラソンのまちとして全国に名をはせています。私は、これからも

合宿誘致の実績を積み上げ、防府合宿から防府読売マラソン大会へ、防府から世界へとい

う流れを市民の皆様とともに確かなものにすることで、駅伝・マラソンのメッカ防府とし

ていきたいと考えております。私も応援団の一人としてチームへ激励にお伺いしたり、可

能な限り大会での声援を送っていきたいと考えております。防府で汗を流した選手には、

防府読売マラソン大会で活躍してほしい、世界の舞台に立ってほしい、このような応援の

気持ちが市民の皆様一人ひとりに芽生え、マラソン開催地にふさわしい心からのおもてな

しができるよう、まちづくりに取り組んでまいります。 

 スポーツは、心が一つになれるすばらしい力を持っています。引き続きスポーツ振興を

強力に推進し、スポーツを通じた交流人口の拡大、明るく豊かで健やかな防府の実現を目

指して頑張っていきたいと思っています。どうかよろしくお願いいたします。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（安村 政治君）  １番、藤村議員。 

○１番（藤村こずえ君）  市長のスポーツのまちへの熱い思いを聞かせていただきまして、

また、さらなる展開に期待が膨らみます。ありがとうございました。 

 先日、元カネボウ陸上部の中村悠希さんが監督である、東京メトロ女子駅伝部の選手に

お話を伺いました。１０月から３月までの毎月２週間、防府で合宿を行っているとのこと

です。１０年前にこの一般質問をした頃には、男子のチームの合宿がほとんどだったので

すが、最近は、先ほど御答弁にもありましたように、女子の合宿も増え、防府読売マラソ

ンにも参加をされていらっしゃいます。その際、沿道の応援の温かさに、マラソンが根づ

いているまちだと感じるとおっしゃっていただいたことが大変嬉しかったですし、これが

防府のよさでもあります。この１０年間、本市は、合宿に来られた選手、また関係者に対

して快適な練習環境を提供することで、温かい歓迎の気持ちを伝えることができたのだと

思っております。例えば、宿泊施設の設備の充実、施設利用に対する補助、またさらには、

練習中の沿道近隣の方への協力のお願いなど、受け入れる体制づくりに御尽力いただいて
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いる関係各位の皆様に、改めて心から敬意を表したいと思います。このことにつきまして、

選手の皆様も大変感激しておられましたし、防府に来たら、防府に来たというよりも、た

だいま、帰ってきたよという気持ちになるというふうにおっしゃってくださいました。そ

れが大変印象的でした。 

 そこで、このおもてなしをもうワンランク上げるために、地域のお力をお借りしてはい

かがでしょうか。選手とお話をする中で伺いましたのは、ロードでの練習中に、沿道の草

が茂っているときは、どうしても車道側に出てしまい、車両に迷惑をかけることがあると

お聞きをいたしました。そのお話を地元の小野地区の方にしたところ、草刈りを自治会に

頼んでくれたらいいのにともおっしゃってくださいました。このようなことからも、地域

内の人たちがおもてなしに関わることで、その後のムーブメントにつながり、地域住民が

改めて自分たちの地域に自信と誇りを持つきっかけともなります。また、ほかにも、練習

には伴走する車両が必要です。車を持ってこられない遠くのチームは、車を借りなければ

ならないだろうと思いますが、滞在期間中の移動手段の確保として、レンタカーやタク

シー利用も地域経済の活性化の一つになるのではないかなというふうに思います。このよ

うに、合宿期間中にチームと地域をつなぐことは、地元住民にチームのファンになっても

らうことによる生きがいづくりの創出、いわゆる推し活ですね。そういったことですとか、

地域経済の活性化、まちや市民にさらなる活力をもたらすと考えております。 

 そこで、ここからは提案になりますが、佐波川を挟んで周回コースを整備されてはいか

がでしょうか。先ほど市長の御答弁にもありました佐波川沿いのコースは、大変環境がよ

くて、全国からもそういった評価を得ているという答弁ございましたけれども、私の素人

感覚で勝手に申し上げますけれども、例えば、サイクリングターミナルをスタートし、左

岸側から１０キロ程度走って、橋を渡って、右岸を１０キロ程度走って、またスタート地

点に戻るというような２０キロ程度のコースであれば、２周走れば４０キロのように、選

手もですけれども、市民にとっても選手が走る同じ道を練習できることは励みにもなるん

ではないでしょうか。途中に水辺の学校にはトイレなどもありますので、利用することも

できるかと思います。その整備といいましても、別に歩道の整備等を特別するわけではな

く、例えば、現在、県で策定されております、やまぐち自転車活用推進計画で進められて

いるサイクリングロードの路面標示のように、これは議員の皆様にはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ

の中に掲載をしておりますので、こちらを御覧いただきたいと思います。本当に路面標示、

路面の下にちっちゃく書いてあるんですけれども、まずは、このようなことから進めてい

くだけでも、受入れ環境の充実につながるかと思います。一部県道ももちろん含まれてお

りますので、県とも協議して、路面標示なども工夫されてはいかがかなというふうにも思
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います。 

 また、昨日の森重議員の質問でもございましたが、右田から小野の間は防犯灯が少なく、

自転車や徒歩でその道を通る方にとって危険です。合宿の朝練習のとき、選手の皆さんは

体にライトを巻きつけて集団で走っていると伺いました。防犯灯の趣旨からは少し外れま

すが、この周回コースの間だけでも照明が増えれば、市民の安全・安心にもつながるので

はないかというふうにも思います。 

 何度も言いますが、防府市は、今から合宿誘致に取り組もうというまちではありません。

既に多くの実績がある中で、さらに受入れ環境を充実させることが、さらに多くのスポー

ツ合宿を誘致していくことにつながります。そして、そのことが様々な地域活性化へ波及

していくと思います。新年度には、地域全体でおもてなしの意識を共有し、市民を巻き込

んだ取組になることを期待し、私も音楽もスポーツも好きですので、応援団の一人として、

微力ですがお手伝いをしてまいります。一緒に盛り上げてまいりましょう。 

 以上で、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（安村 政治君）  以上で、１番、藤村議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（安村 政治君）  これをもちまして、通告のありました一般質問は全て終了いた

しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 次の本会議は、３月２１日午前１０時から開催いたします。その間、各委員会におかれ

ましては、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

 なお、お疲れのところ大変申し訳ございませんが、３時１０分から議会運営委員会を開

催いたしますので、関係の方々は第１委員会室に御参集ください。また、議会運営委員会

終了後に、会派代表者会議、議会改革推進協議会を開催いたしますので、関係の方は御出

席ください。お疲れさまでした。 

午後２時５７分 散会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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